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○あらゆる暴力の防止と根絶に向けて、さまざまな機会を通じて
啓発活動を推進するとともに、関係機関と連携し、被害者や関
係者に対する相談支援体制の充実に取り組みます。

○生涯にわたる男女の健康づくりへの支援をはじめ、少子高齢化
社会における地域共生の考え方に基づいて、地域福祉を推進し
ます。

Ⅲ　男女がともに安心して暮らせるまちづくり

○社会のあらゆる分野での政策・方針決定過程の場において、女
性の積極的な登用を促進するとともに、女性の能力発揮の支援
に努め、女性の人材育成と活躍の促進を図ります。

○ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の実現に向け
て、男性の家事・育児への参加促進、多様なライフスタイルに
対応した子育て支援策や介護支援等、さまざまな環境整備に取
り組むとともに、地域活動における男女共同参画を促進します。

Ⅱ　男女がともに活躍できるまちづくり（女性活躍推進計画）

本市は、2006年９月に「阿南市男女共同参画推進条例」を施行、2014年３月には「第２次阿南市男女共
同参画基本計画」を策定し、「一人一人が認め合う　光り輝く笑顔と思いやりのまち　阿南」をめざし、
さまざまな取組を進めてまいりました。この度、計画期間の満了に伴い、新たな計画「第３次阿南市男女
共同参画基本計画」を策定しました。３つの基本目標をもとに計画を進めてまいります。

第３次阿南市男女共同参画基本計画を策定
一人一人が認め合う 光り輝く笑顔と思いやりのまち阿南

○社会のあらゆる分野で「男性優遇」意識が強い現状を踏まえ、
男女平等意識の浸透に向けて、従来の固定観念や社会通念、し
きたり、慣習等を見直すなど、意識の改革を促進します。

○家庭・学校・地域社会・職場などあらゆる場において、さまざ
まな機会を通じて人権学習や人権啓発を推進します。

Ⅰ　男女がともに認め合うまちづくり
基 本 目 標

広報 あ な ん 2019.07　2



12　あらゆる暴力や虐待の根絶
13　きめ細かな相談・支援体制の充実

【６】
暴力を許さない社会づくり

（DV 防止市町村基本計画）

16　地域福祉の推進と
生活困難層への支援

17　安全・安心な地域づくり
【８】

ともに支え合う
福祉環境づくり

【７】
男女の生涯を通じた
健康づくり

14　あらゆる世代への健康増進の
機会づくり

15　母子健康の保持と増進
男女がともに

安心して暮らせる
まちづくり

【基本目標Ⅲ】

【４】
ワーク・ライフ・バランス
の推進

８　ワーク・ライフ・バランスの推進
９　男性にとっての男女共同参画の促進

【５】
地域社会における
男女共同参画の推進

10　地域活動における
男女共同参画の推進

11　農林水産業や自営業等における
意識づくり

【３】女性活躍推進の基盤づくり

５　政策・方針決定過程における
女性活躍の推進

６　人材の育成
７　誰もが働きやすい職場環境の整備

男女がともに
活躍できる
まちづくり

（女性活躍推進計画）

【基本目標Ⅱ】

阿南市の取組（施策体系） 計画期間：2019年度から2023年度までの５年間

男女がともに
認め合う

まちづくり

【基本目標Ⅰ】
【１】

人権の尊重と
男女共同参画の意識づくり

１　人権尊重の基盤づくり
２　男女共同参画の意識づくり

【２】 
学びの場における
男女共同参画の推進

３　男女平等の視点に立った
教育・保育の推進

４　多様な学習機会の提供

【基本目標】 【基本方針】 【主要課題】

※くわしくは、市ホームページをご覧ください。

問い合わせは　人権・男女参画課　男女共同参画室（☎22−7401）へ
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多
大
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。西内 三枝子さん

椿泊町（71歳）

　

西
内
さ
ん
は
、
昭
和
43
年
か
ら

市
立
保
育
所
の
保
育
士
と
し
て
、

40
年
に
わ
た
り
保
育
業
務
に
献
身

的
に
精
励
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、

保
育
支
援
を
現
場
職
員
と
し
て
支

え
る
と
と
も
に
、
た
ゆ
ま
ぬ
自
己

研け
ん

鑽さ
ん

と
研
究
の
積
み
重
ね
に
よ
っ

て
保
育
の
質
の
向
上
に
努
め
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
阿
南
市
保
育
協

議
会
会
長
を
務
め
ら
れ
た
ほ
か
、

徳
島
県
保
育
事
業
連
合
会
の
理
事

や
副
会
長
、
全
国
保
育
協
議
会
協

議
員
を
歴
任
し
、
保
育
事
業
の
振

興
や
児
童
福
祉
の
充
実
・
発
展
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

藤倉 一則さん
上中町（65歳）

　

藤
倉
さ
ん
は
、
昭
和
56
年
に
阿

南
市
消
防
団
員
を
拝
命
さ
れ
て
以

来
、
38
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
消

防
団
活
動
に
従
事
し
、
消
防
団
中

春
の
叙
勲

旭
日
双
光
章小島 正行さん

椿町（71歳）

　

小
島
さ
ん
は
、
平
成
７
年
11
月
、

阿
南
市
議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、

６
期
22
年
の
長
き
に
わ
た
り
在
職

し
、
特
に
平
成
19
年
12
月
か
ら
は

１
年
間
議
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

各
常
任
委
員
会
や
特
別
委
員
会
の

委
員
長
、
議
会
運
営
委
員
長
と
し

て
、
高
邁
な
政
治
信
念
を
も
っ
て
、

市
政
の
円
滑
な
運
営
に
寄
与
し
、

市
民
の
福
祉
向
上
、
教
育
文
化
の

発
展
等
市
政
各
般
に
わ
た
り
地
方

自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章西尾 博幸さん

長生町（70歳）

　

西
尾
さ
ん
は
、
昭
和
57
年
に
人

権
擁
護
委
員
に
委
属
さ
れ
て
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
、
37
年
の
長
き

に
わ
た
り
、
人
権
擁
護
活
動
に
対

す
る
深
い
関
心
と
理
解
を
有
し
、

地
域
住
民
に
密
着
し
た
人
権
啓

発
・
相
談
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
阿
南
市
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
会
長
や
徳
島
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
副
会
長
を
務
め

ら
れ
る
な
ど
、
所
属
委
員
の
指
導

や
協
議
会
・
連
合
会
の
円
滑
な
運

営
を
行
い
、
人
権
啓
発
活
動
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

瑞
宝
単
光
章児玉 通雄さん

橘町（79歳）

　

児
玉
さ
ん
は
、
昭
和
57
年
に
民

生
委
員
・
児
童
委
員
に
委
属
さ
れ

て
以
来
、
31
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

地
域
住
民
の
福
祉
向
上
と
生
活
の

安
定
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

間
、
橘
地
区
民
生
委
員
・
児
童
委

員
協
議
会
会
長
や
阿
南
市
民
生
委

員
・
児
童
委
員
協
議
会
副
会
長
を

務
め
ら
れ
る
な
ど
、
委
員
相
互
の

好
ま
し
い
人
間
関
係
の
構
築
や
組

織
強
化
充
実
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
取
組
を
通

じ
た
社
会
福
祉
活
動
で
の
功
績
は

野
島
分
団
長
や
阿
南
市
消
防
団
団

長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
積
極
的

に
職
務
遂
行
に
あ
た
り
、
消
防
活

動
に
お
け
る
効
率
的
な
指
揮
の
み

な
ら
ず
防
災
意
識
の
高
揚
を
推
進

さ
れ
ま
し
た
。
幾
多
の
災
害
に
対

し
常
に
第
一
線
に
立
っ
て
、
地
域

住
民
の
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
町

を
め
ざ
し
て
日
夜
献
身
的
に
活
動

し
、
地
域
社
会
へ
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

　

山口 光子さん
領家町（82歳）

　

山
口
さ
ん
は
、
昭
和
32
年
か
ら

市
立
保
育
所
の
保
育
士
と
し
て
、

34
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
献
身
的

に
保
育
業
務
に
取
り
組
み
、
家
庭

や
地
域
社
会
と
の
連
携
・
協
力
、

子
ど
も
の
人
権
擁
護
・
虐
待
防
止
、

子
ど
も
の
活
動
や
発
達
な
ど
で
高

い
保
育
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
退

職
後
は
、
社
会
福
祉
法
人
喜
久
伸

福
祉
会
阿
南
ひ
ま
わ
り
保
育
園
園

長
お
よ
び
理
事
と
し
て
、
園
の
運

営
に
携
わ
り
、
地
域
は
も
と
よ
り

県
全
体
の
児
童
福
祉
の
向
上
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　

令和元年春の叙勲受章者が発表され、本市では次の方々が受章
されました。その他の表彰等と併せてご披露します。
（５月31日発表分まで、掲載のご了解が得られた方を紹介しています。
一部敬称略）

長年の功績　栄えある受章
おめでとうございます
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危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章田村 俊彦さん

下大野町（65歳）

　

田
村
さ
ん
は
、
昭
和
47
年
に
阿

南
市
消
防
吏
員
を
拝
命
さ
れ
て
以

来
、
42
年
の
長
き
に
わ
た
り
郷
土

愛
護
と
公
共
の
福
祉
の
た
め
、
地

域
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
べ

く
、
消
防
活
動
一
筋
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
常
備
消
防
の
広
域

化
や
消
防
力
の
拡
充
に
も
献
身
的

に
取
り
組
ま
れ
た
ほ
か
、
火
災
原

因
調
査
業
務
の
推
進
に
多
大
な
業

績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
退
職
後
は

大
野
公
民
館
館
長
と
し
て
、
地
域

社
会
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章領木 健治さん

羽ノ浦町（72歳）

　

領
木
さ
ん
は
、
昭
和
41
年
４
月

に
徳
島
県
巡
査
を
拝
命
し
て
以
来
、

42
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
警
察
職

務
に
精
励
し
、
警
察
各
般
に
お
い

て
多
く
の
業
績
を
残
さ
れ
る
な
ど
、

公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
交
通
警
察
部
門
に
お
い

て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
叙
勲

瑞
宝
双
光
章植原 正昭さん

学原町（88歳）

　

植
原
さ
ん
は
、
昭
和
25
年
９
月

か
ら
徳
島
県
内
の
小
学
校
教
諭
、

教
頭
、
校
長
と
し
て
、
長
き
に
わ

た
り
情
熱
溢
れ
る
教
育
愛
を
基
盤

と
し
小
学
校
教
育
の
発
展
向
上
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内

小
学
校
体
育
部
会
の
会
長
・
副
会

長
を
歴
任
し
、
県
に
お
い
て
も
体

育
部
会
の
事
業
部
員
と
し
て
、
県

内
の
小
学
校
体
育
教
育
の
向
上
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

大

臣

表

彰

文
部
科
学
大
臣
表
彰

■
優
秀
教
職
員
表
彰

助
岡
　
洋
子
さ
ん（
富
岡
小
学
校
）

　

特
別
支
援
教
育
の
分
野
に
お
い

て
、
通
級
指
導
教
室
担
当
の
経
験

を
い
か
し
、
特
別
支
援
教
育
の
推

進
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要

な
存
在
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
﨑
　
美
貴
さ
ん
（
阿
南
支
援
学

校
）

　

学
習
指
導
の
分
野
に
お
い
て
、

研
究
課
長
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
教
育

推
進
の
中
核
を
担
わ
れ
て
い
ま
す
。

生
徒
の
実
態
や
興
味
・
関
心
に
即

し
た
授
業
を
行
い
、
学
力
向
上
の

成
果
も
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
表
彰

徳
島
県
表
彰

■
個
人
表
彰

井
澤
　
仁
美
さ
ん
（
那
賀
川
町
）

　

徳
島
県
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
の
役
員
と
し

て
、
地
域
住
民
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

日
下
　
公
明
さ
ん
（
加
茂
町
）

　

阿
南
市
議
会
議
員
と
し
て
、
地

方
自
治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

内
藤
　
富
士
雄
さ
ん
（
福
井
町
）

　

阿
南
市
森
林
組
合
代
表
理
事
組

合
長
と
し
て
、
林
業
の
振
興
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

西
岡
　
春
幸
さ
ん
（
長
生
町
）

　

那
賀
川
南
岸
土
地
改
良
区
理
事

長
等
と
し
て
、
農
業
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

西
野
　
弘
行
さ
ん
（
富
岡
町
）

　

徳
島
県
建
設
業
協
会
の
役
員
等

と
し
て
、
業
界
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

二
宮
　
恒
雄
さ
ん
（
桑
野
町
）

　

徳
島
県
阿
波
踊
り
協
会
の
役
員

と
し
て
、
県
の
観
光
振
興
に
貢
献

さ
れ
る
と
と
も
に
、
阿
波
踊
り
を

通
し
た
文
化
交
流
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

松
下
　
藤
夫
さ
ん
（
橘
町
）

　

徳
島
県
薬
草
協
会
会
長
等
と
し

て
、
保
健
衛
生
の
向
上
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

山
本
　
あ
け
み
さ
ん
（
椿
町
）

　

徳
島
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

の
役
員
と
し
て
、
高
齢
者
の
社
会

福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

県

藍

青

賞

■
運
動
競
技

【
グ
ル
ー
プ
・
団
体
】

阿
南
中
学
校
　
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部

第
56
回
四
国
中
学
校
総
合
体
育
大

会　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子　

優
勝

富
岡
西
高
等
学
校
　
新
体
操
部

平
成
30
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
新
体
操
大
会　

全
国
高

等
学
校
新
体
操
選
手
権
大
会　

新

体
操
競
技
女
子
団
体　

第
７
位

【
個
人
】

前
川
　
瞬
希
さ
ん（
阿
南
中
３
年
）

南
原
　
柊
琉
さ
ん（
阿
南
中
３
年
）

第
56
回
四
国
中
学
校
総
合
体
育
大

会　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
個
人　

優
勝

■
研
究
、
制
作
、
表
現
活
動
等

【
グ
ル
ー
プ
・
団
体
】

阿
南
第
二
中
学
校 

ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド

部　

第
34
回
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｓ
Ｔ

Ｕ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｔ 

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ 

Ｆ
Ｅ
Ｓ

Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｌ 

２
０
１
８　

中
学

生
の
部　

神
戸
市
長
賞
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【
個
人
】

小
川
　
奈
子
さ
ん
（
見
能
林
小
３

年
）　

第
27
回
日
本
伝
統
文
化
吟

友
会　

吟
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル
全

国
決
勝
大
会　

漢
詩　

幼
年
の
部

準
優
勝

小
川
　
奈
々
花
さ
ん
（
阿
南
中
２

年
）　

第
27
回
日
本
伝
統
文
化
吟

友
会　

吟
剣
詩
舞
コ
ン
ク
ー
ル
全

国
決
勝
大
会　

漢
詩　

少
年
の
部

優
勝

川
野
　
優
花
さ
ん（
新
野
中
３
年
）　

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
８　

中

学
生
部
門　

特
別
賞

藤
田
　
玲
士
さ
ん
（
阿
南
工
業
高

等
学
校
２
年
）　

第
39
回
よ
み
う

り
写
真
大
賞　

高
校
生
部
門

１
席

西
田
　
玲
美
さ
ん
（
阿
南
支
援
学

校
中
学
部
１
年
）　

平
成
30
年
度

「
障
害
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー
」
中

学
生
区
分　

優
秀
賞
受
賞
・
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
賞

■
創
意
に
満
ち
た
教
育
活
動

【
学
校
・
園
全
体
】

阿
南
工
業
・
阿
南
光
高
等
学
校

　

廃
棄
物
の
３
Ｒ
活
動
に
お
け
る

功
績
を
顕
彰
す
る
、
平
成
30
年
度

循
環
型
社
会
形
成
推
進
功
労
者　

環
境
大
臣
表
彰
受
賞

防
犯
功
労
者
表
彰

■
阿
南
防
犯
連
合
会
長
・
阿
南
警

察
署
長
連
名
感
謝
状

山
本
隆
司
（
阿
南
少
年
補
導
協
助

員
会
）・
齋
藤
謙
一
（
阿
南
地
域

の
安
全
を
守
る
会
）・
尾
崎
正
明

（
自
警
団
・
は
の
う
ら
）・
尾
崎
佳

彦
（
自
警
団
・
は
の
う
ら
）・
𠮷

村　

剛
（
公
方
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
）・

奥
田　

悟
（
見
能
林
地
区
の
地
域

の
安
全
を
守
る
会
）・
西
尾
博
幸

（
桑
野
町
駐
在
所
管
内
長
生
上
中

地
区
地
域
の
安
全
を
守
る
会
）

■
徳
島
県
防
犯
協
会
会
長
・
徳
島

県
警
察
本
部
長
連
名

【
団
体
の
部
】

ナ
カ
ち
ゃ
ん
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

【
個
人
の
部
】

山
中
博
文
（
公
方
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

会
長
）・
篠
原
誠
二
（
自
警
団
・

は
の
う
ら
事
務
局
長
）

阿
南
市
教
育
功
労
者
表
彰

■
学
校
教
育

岡
本
美
幸
・
清
﨑
市
子
・
河
井
聖

子
・
松
田
雄
史
・
長
谷
川
光
隆
・

領
田
佳
之
・
西
野
陽
一
・
吉
田
忠

司
・
中
妻
真
裕
・
濱
田
健
二
・
奧

村
健
策
・
𠮷
岡
日
出
利
・
山
本
正

弘
・
島
村　

孝
・
西
本
篤
人
・
片

岡
弘
治
・
富
永
紀
彦
・
加
茂
保
幸
・

西
野
貴
子
・
澤
田　

勉
・
築
地
靖

幸
・
湯
浅
博
子
・

山
久
美
子
・

松
本
身
加
栄
・

山
純
州
・
清
水

佳
子
・
清
水
義
久
・
幸
坂
品
子
・

山
根
和
子
・
中
川
佐
恵
・
幸
泉
哲

也
・
原
田
ひ
ろ
み
・
滝　

美
香
・

湯
浅
眞
知
子
・
佐
々
木
恭
子
・
儀

寳
優
子
・
西
中　

康
・
沼
佐
温
子
・

猪
名
川
典
子
・
富
永
好
子
・
小
笠

明
寛
・
竹
治
万
子
・
岩
代
彰
子
・

島
田
初
美
・
天
羽
み
ど
り
・
前
川

瞬
希
・
南
原
柊
琉
・
河
野
菜
々
子
・

児
島
雄
一
郎
・
阿
南
中
学
校
男
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
・
羽
ノ
浦

中
学
校
マ
ン
ド
リ
ン
部

■
社
会
教
育

仁
木
一
郎

■
寄
附

新
日
本
電
工
株
式
会
社
徳
島
工

場
・
海
山
家
隆
・
株
式
会
社
メ
ッ

ク
テ
ク
ニ
カ
・
∞
（
は
ち
）
の
会

阿
南
市
体
育
功
労
者
表
彰

■
体
育
功
労
者

中
原
幸
志
朗
・
天
羽　

茂
・
伊
勢

晃
人
・
井
村
弘
樹
・
来
宝
浩
資
・

山
田
茂
昭
・
田
上
裕
之
・
篠
原
好

貴
・
湯
浅
吏
恵
・
甘
利
克
征
・
松

坂
佳
子
・
生
田
泰
之
・
宗
包
直
子
・

土
肥
浩
敬
・
沖
野
真
実
・
領
田
佳

之■
体
育
優
秀
者
・
団
体

富
岡
西
高
等
学
校
新
体
操
部
・
阿

南
工
業
高
等
専
門
学
校
テ
ニ
ス

部
・
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
陸

上
競
技
部
・
武
知
虎
南
・
大
地
彩

加
・
富
永
実
央
・
湯
浅
詩
音
・
林　

理
紗
・
小
島
健
太
郎
・
美
馬
徹
也
・

藤
倉
一
毅
・
一
ツ
松
由
至
・
原　

秀
樹
・
松
坂
玲
奈
・
島
田
悠
里
・

阿
部
貴
司
・
三
谷
彰
彦
・
三
谷
宜

弘
・
中
川
裕
友
希
・
河
野
菜
々
子
・

南
原
柊
琉
・
前
川
瞬
希
・
溝
木
隆

太
・
奥
田
真
也
・
矢
野
純
平
・
瀧

根
風
香
・
森
吉
瑛
里
子
・
今
川
雄

斗
・
新
居
鈴
菜
・
藤
井
佑
衣
・
伊

丹　

航
・
梶
野
晃
生
・
谷　

亮
磨
・

大
前　

歩
・
坂
野
翔
哉

■
体
育
奨
励
賞

中
野
島
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
見
能

林
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
羽
ノ
浦
パ

ピ
ヨ
ン
・
阿
南
Ｊ
Ａ
Ｃ
・
富
岡

小
学
校
男
子
水
泳
リ
レ
ー
チ
ー

ム
・
阿
南
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
・
阿
南
中
学
校
男
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
・
阿
南
第
一
中

学
校
相
撲
部
・
阿
南
第
一
中
学
校

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
・
阿
南
第

一
中
学
校
軟
式
野
球
部
・
那
賀
川

中
学
校
女
子
剣
道
部
・
那
賀
川

中
学
校
男
子
剣
道
部
・
羽
ノ
浦
中

学
校
新
体
操
部
・
羽
ノ
浦
中
学
校

軟
式
野
球
部
・
羽
ノ
浦
中
学
校
男

子
駅
伝
部
・
原
田　

紫
・
長
瀬
拳

悟
・
井
上
直
哉
・
表
原
璽
瑛
・
近

藤
志
音
・
徳
永
海
希
・
祖
父
江
晴

彦
・
島
田　

藍
・
遠
野　

遥
・
花

垣　

陸
・
脇
岡
侑
吾
・
宮
本
亜
茉

音
・
杉
野
優
華
・
脇
田
杏
奈
・
天

野
美
結
・
服
部
真
菜
・
信
安
萌
音
・

福
井
有
未
子
・
金
徳　

陽
・
濵
口

大
和
・
前
村
環
奈
・
大
西
楓
來
・

川
田
響
介
・
岡
﨑　

理
・
橋
本
青

空
・
倉
橋
秀
汰
・
福
岡
ほ
の
か
・

賀
出
倫
実
・
林　

怜
花
・
川
野
優

花
・
立
石
友
莉
亜
・
炭
谷
吏
皇
・

速
川　

葵
・
久
積
陽
斗
・
阪
野
太

玖
真
・
吉
村
天
海
・
脇
岡
弥
優
・

山
川
莉
央
・
岡
久
志
和
・
吉
田
凜

花
・
姥
木
結
衣
・
笠
原
千
尋
・
西

内
心
瑠
・
福
良
華
月
・
治
尾
優
衣

奈
・
川
那
部
志
歩
・
小
原
美
奈
希
・

中
原
將
道
・
濱　

正
暉
・
加
納
康

成
・
児
島
雄
一
郎
・
柴
田
侑
茉
・

横
山　

蒼
・
吉
田
康
晟
・
井
田
敦

士
・
村
上
文
崇
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阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

　

今
、
３
人
の
私
の
友
人
が
テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
目
は
、
政
治
評
論
家
の
有
馬
晴は

る

海み

君
。

　

評
論
家
も
世
代
交
代
の
時
期
を
迎
え
、
私
を
長

年
か
わ
い
が
っ
て
く
だ
さ
っ
た
岩
見
隆
夫
氏
は
逝

去
し
、
森
田　

実
氏
も
ご
高
齢
に
な
り
、
テ
レ
ビ

の
出
演
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
今
、
ソ
フ
ト
な
語
り
口
と
、
洒し

ゃ

脱だ
つ

な
論
評
で
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
の
が
有
馬
君
で

す
。
彼
は
大
学
卒
業
後
、
リ
ク
ル
ー
ト
社
に
入
社
。

当
時
、
優
秀
社
員
ベ
ス
ト
10
人
の
１
人
に
入
る
成

績
を
収
め
た
唯
一
の
男
性
社
員
だ
っ
た
つ
わ
も
の

で
し
た
。

　

そ
の
後
、
国
会
議
員
秘
書
か
ら
政
治
評
論
家
と

し
て
独
立
。
か
つ
て
ポ
ス
ト
小
泉
レ
ー
ス
に
お
い

て
用
い
ら
れ
た
麻あ

さ

垣が
き

康こ
う

三ぞ
う

（
麻
生
太
郎
・
谷
垣
禎

一
・
福
田
康
夫
・
安
倍
晋
三
）
と
い
う
造
語
を
発

案
し
、
一
躍
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
出
演
の
傍
ら
、
自
ら
政
治
勉
強
会
「
隗か

い

始し

塾
」
を
主
宰
し
、
不
肖
私
も
講
師
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

二
人
目
は
、
末
延
吉
正
君
。
現
在
は
東
海
大
学

教
授
で
す
が
、
元
テ
レ
ビ
朝
日
政
治
部
長
と
し
て
、

久
米　

宏
氏
が
キ
ャ
ス
タ
ー
を
務
め
た
「
ニ
ュ
ー

ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
大
活
躍
し
ま
し
た
。
彼
と

私
は
大
学
の
同
級
生
で
、
大
の
仲
良
し
で
す
。

　

彼
の
さ
ら
に
古
い
友
人
が
安
倍
晋
三
総
理
で
す
。

２
人
は
同
郷
の
幼
な
じ
み
で
、
今
で
も
、
深
夜
ひ

そ
か
に
総
理
公
邸
に
足
を
運
ん
で
い
る
よ
う
で
あ

り
、
私
は
末
延
君
の
言
葉
か
ら
安
倍
総
理
の
心
情

を
推
測
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
テ
レ
ビ
朝
日
系
「
大
下
容
子
ワ
イ
ド
！

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
」
で
、
意
気
軒
昂
な
姿
が
見
ら
れ

ま
す
。

　

三
人
目
は
、
大だ

い

門も
ん

小
百
合
氏
。

　

英
語
の
達
人
で
、
日
本
国
内
で
最
大
の
販
売
部

数
を
誇
る
英
字
新
聞
「
ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
」

に
入
社
。
２
０
１
３
年
に
執
行
役
員
編
集
担
当
と

な
り
、
１
０
０
年
以
上
続
く
同
紙
の
歴
史
の
中
で

初
の
女
性
編
集
責
任
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。

　

か
つ
て
、
私
が
衆
議
院
議
員
時
代
、
彼
女
は
国

会
担
当
で
、ア
メ
リ
カ
は
も
ち
ろ
ん
、中
近
東
情
勢

な
ど
の
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

夫
君
の
田
中　

宇さ
か
い

氏
（
国
際
情
勢
解
説
者
）

と
と
も
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
留
学
し
、
共
著

『
ハ
ー
バ
ー
ド
で
語
ら
れ
る
世
界
戦
略
』（
光
文
社

新
書
）
を
上
梓
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
毎
週
日
曜
日
早
朝
か
ら
東
山
紀
之
氏

が
キ
ャ
ス
タ
ー
を
務
め
る
「
サ
ン
デ
ー
Ｌ
Ｉ
Ⅴ

Ｅ
!!
」
に
月
一
、
二
回
の
割
合
で
出
演
を
し
て
い

ま
す
。

　

電
話
一
本
で
一
番
ホ
ッ
ト
な
情
報
を
提
供
し
て

く
れ
る
３
人
の
友
人
は
、
私
の
貴
重
な
朋
友
で
す
。

お
く
り
も
の

教
育
委
員
会
へ

●
木
製
（
Ｍ
Ｄ
Ｆ
）
徳
島
パ
ズ

ル
５
セ
ッ
ト

徳
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

様
か
ら
学
校
教
育
充
実
の
た
め

老
人
ホ
ー
ム
福
寿
荘
へ

●
車
い
す
１
台
、
歩
行
器
１
台

王
子
製
紙
株
式
会
社　

富
岡
工

場
様
か
ら
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
充
実
の
た
め

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

農
地
中
間
管
理
事
業
の

借
受
人
の
募
集
に
つ
い
て

　

農
業
経
営
の
効
率
化
を
進
め
る

担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約

化
を
進
め
る
た
め
、
農
地
中
間
管

理
機
構
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
じ
て

農
地
の
借
受
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

（
公
財
）
徳
島
県
農
業
開
発
公
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
ま
た
は
市
農
林

水
産
課
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
７
月
１
日
㈪
～
31
日

㈬
、
10
月
１
日
㈫
～
31
日
㈭
、
令

和
２
年
１
月
６
日
㈪
～
31
日
㈮

（
年
３
回
）

※
農
地
の
貸
付
希
望
の
方
に
つ
い

て
は
、
年
中
受
付
を
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
（
公
財
）
徳
島

県
農
業
開
発
公
社
（
☎
０
８
８

－

６
２
４

－

７
２
４
７
）
ま
た
は
農

林
水
産
課
（
☎
22

－

１
５
９
８
）

へ
情
報
公
開
･
個
人
情
報
保
護

制
度
の
施
行
状
況
の
内
容

　

平
成
30
年
度
の
施
行
状
況
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

情報公開・個人情報保護の施行状況 　（単位：件）

開示
請求

処理
件数

　処理の状況
公開率開示 部分

開示 不開示 不存在

情報公開 41 41 16 21 1 3 97.4％

個人情報 12 12 4 7 0 1 100％

公開率（%）＝　 開示件数＋部分開示件数　 ×100
　　　 処理件数－不存在件数

問
い
合
わ
せ
は　
総
務
課
（
☎
22

－

３
８
０
４
）
へ

～ 

３
人
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー 

～
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なお、郵送による試験案内・申込書の請求は、封筒宛名面に「試験申込書請求」と朱書きし、宛先を明記した返信用封筒
（120円切手を貼ったＡ４サイズのもの）を必ず同封の上、〒774-8501　阿南市富岡町トノ町12番地３　阿南市企画部人
事課へ請求してください。また、試験案内および申込書等は市ホームページ「採用情報募集」からもダウンロードできます。

申込期間　７月17日㈬～８月１日㈭
郵送（８月１日消印有効）または人事課へ（土日を除いた8:30～17:15受付）ご持参ください。

公務員として、高い志を持って市民と共に考え行動する人、自ら考え責任を持ってチャレンジする人を求めます!

くわしくは、７月１日以降に市ホームページまたは人事課で配布する試験案内でご確認ください。

《《《 阿南市職員を募集します 》》》
令和２年４月採用予定

お知らせ　試験会場には、駐車場がありませんので、送迎以外は公共交通機関を利用してください。
身体に障がいがあるなどして、試験会場において配慮（駐車場を含む）を必要とする場合は、受験申込みの際、
人事課まで申し出てください。また申込書の「受験時の希望欄」にもご記入ください。

注　意　　①試験申込みの受付は、申込期間内にて行います。
②申込書に記載漏れ、写真、返送用封筒等の不備があった場合は受け付けできない場合がありますので、時間

に余裕をもって申し込んでください。
③消防職員を受験される方は、体力検査も実施します。欠席された場合は失格扱いとなります。

試 験 区 分 採用予定人員 受　　験　　資　　格　※必ず試験案内をご確認ください。
上級行政事務 10人程度 平成元年４月２日から平成10年４月１日までに生まれた者。

初級行政事務 １人程度 平成５年４月２日から平成14年４月１日までに生まれた者。ただし、学校教育法による
４年制大学において、２年を超えて在籍した者は受験できません。

行 政 事 務 A
（チャレンジ枠） １人程度

昭和59年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた者で、次の要件に該当する者。
阿南市民のために市役所で働く強い意欲と熱意を持ち、自身の持つ能力や社会人経験を
活かした市政への貢献について積極的にアピールできる者。

行 政 事 務 B
（障がい者枠） １人程度

昭和59年４月２日から平成14年４月１日までに生まれた者で、次の要件に全て該当する者。
①身体障害者手帳、療育手帳又は精神障害者保健福祉手帳のうちいずれかの手帳の交付
を受けている者。②活字印刷文による出題及び口頭による試験（面接）に対応できる者。

上級土木技術 １人程度 平成元年４月２日から平成10年４月１日までに生まれた者で、土木工学に関する専門課
程を修了（見込み含む）の者。

初級土木技術 １人程度
平成５年４月２日から平成14年４月１日までに生まれた者で、土木工学に関する学科又
は専門課程を修了（見込み含む）の者。ただし、学校教育法による４年制大学において、
２年を超えて在籍した者は受験できません。

建 築 技 術 １人程度 平成元年４月２日以降に生まれた者で、２級建築士免許以上を有する者又は建築工学に
関する学科若しくは専門課程を修了（見込み含む）の者。

電 気 技 術 １人程度 平成元年４月２日以降に生まれた者で、電気に関する学科又は専門課程を修了（見込み含む）の者。

機 械 技 術 １人程度 平成元年４月２日以降に生まれた者で、機械工学に関する学科又は専門課程を修了（見
込み含む）の者。

保 育 士 ６人程度 昭和59年４月２日以降に生まれた者で、保育士資格及び幼稚園教諭免許※の両方を有する者
又は令和２年３月31日までに保育士資格及び幼稚園教諭免許の両方を取得する見込みの者。

職 務 経 験 者
【保育士】 ２人程度 昭和59年４月２日以降に生まれた者で、保育士資格及び幼稚園教諭免許※の両方を有し

ており、保育所等での保育の実務経験が５年以上ある者。

給 食 調 理 員 ３人程度 昭和59年４月２日以降に生まれた者で、調理師免許を有する者又は令和２年３月31日
までに当該免許を取得する見込みの者。

運 転 技 師
【清掃】 ２人程度

昭和59年４月２日以降に生まれた者で、準中型（準中型５ｔ限定及びＡＴ限定免許を除
く）以上の自動車運転免許を有する者。ただし、学校教育法による４年制大学において、
２年を超えて在籍した者は受験できません。

上 級 消 防 ２人程度 平成元年４月２日から平成10年４月１日までに生まれた者。採用後は、市内に居住する
ことを必要とします。

初 級 消 防 １人程度 平成５年４月２日から平成１４年４月１日までに生まれた者。ただし、学校教育法による４年制大学に
おいて、２年を超えて在籍した者は受験できません。採用後は、市内に居住することを必要とします。

第一次試験日は、 全職種　９月22日㈰　
消防職員を受験される方は、９月23日㈪に体力検査を実施します。

問い合わせは　人事課（☎22－1112）へ
広報 あ な ん 2019.07　8



保
険
年
金
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

限
度
額
認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

　

現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
の
方

は
、
有
効
期
限
が
７
月
31
日
㈬
で

す
。
８
月
以
降
も
認
定
証
が
必
要

な
方
は
、
交
付
申
請
手
続
を
し
て

く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
限
度
額
等
の
支
払
い
に

つ
い
て

　

医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き
、

窓
口
で
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

を
提
示
す
る
こ
と
で
、医
療
費（
１

カ
月
ご
と
）
の
支
払
金
額
が
自
己

負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
該
当
す

る
方
は
、「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
医
療
機

関
の
窓
口
で
提
示
す
る
こ
と
で
、

自
己
負
担
限
度
額
の
適
用
と
あ
わ

せ
て
、
入
院
時
の
食
事
代
が
減
額

さ
れ
ま
す
。

受
付
開
始
日　
７
月
１
日
㈪ 

申
請
に
必
要
な
も
の　
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
個
人
番
号
通

知
カ
ー
ド
、
来
庁
さ
れ
る
方
の
本

人
確
認
書
類

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、

入
院
時
の
領
収
書
ま
た
は
証
明
書

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

令
和
元
年
度
国
民
年
金
保
険
料

免
除
申
請
を
７
月
か
ら
受
付

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が「
免
除
」ま
た
は「
猶

予
」
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
申
請
に
は
所
得
要
件
が
あ

り
、
本
人
、
配
偶
者
お
よ
び
世
帯

主
（
50
歳
未
満
の
方
が
対
象
の
納

付
猶
予
は
本
人
お
よ
び
配
偶
者
）

の
前
年
所
得
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
分
（
令
和
元
年
７

月
分
か
ら
令
和
２
年
６
月
分
ま

で
）
の
免
除
申
請
を
７
月
１
日
㈪

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

※
過
年
度
分
の
免
除
申
請
は
、
過

去
２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
申
請
が
で
き
ま
す
。

申
請
時
に
必
要
な
も
の　
個
人
番

号
カ
ー
ド
ま
た
は
個
人
番
号
通
知

カ
ー
ド
、
年
金
手
帳
、
印
鑑
、
本

人
確
認
書
類
、
委
任
状
（
代
理
人

（
本
人
以
外
）
が
来
庁
す
る
場
合

の
み
）

※
退
職
（
失
業
）
し
た
こ
と
を
確

認
で
き
る
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
ま
た
は
離
職
票
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

■
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

　

有
効
期
限
は
７
月
31
日
㈬
で
す
。

８
月
１
日
以
降
は
、
７
月
中
に
送

付
す
る
新
し
い
被
保
険
者
証
（
み

ど
り
色
）
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
お

よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用
認
定
証

　

有
効
期
限
は
７
月
31
日
㈬
で
す
。

現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
で

８
月
以
降
も
継
続
し
て
該
当
さ
れ

る
方
に
は
、
７
月
中
に
新
し
い
認

定
証
を
送
付
し
ま
す
。

■
平
成
31
年
度
の
保
険
料
の
決
定
通
知

　

８
月
初
旬
に
送
付
し
ま
す
。
納

付
書
で
お
支
払
い
た
だ
く
方
に
は
、

納
付
書
も
同
封
し
ま
す
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す

る
通
知
書
等
の
元
号
表
記
に
つ
い

て
「
平
成
31
年
度
」
は
「
令
和
元

年
度
」
に
読
み
替
え
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

８
０
６
４
）
へ

臨時的任用職員を募集
学校給食調理
募集内容　令和元年度に学校給食センター等において、臨時的に勤

務する職員
採用予定人員　業務の必要に応じて採用します。
①長期調理員　市内の学校給食施設において、臨時的に勤務する給

食調理員
②代替調理員　月10日程度、臨時的に勤務する給食調理員（不定期）
③短時間勤務調理員　週５日、１日４時間、臨時的に勤務する給食

調理員
賃金　①②日額7,300円、③日額3,650円
学校給食運転手
募集内容　令和元年度に臨時的に勤務する職員。第一学校給食セン

ターから富岡幼稚園等への給食を配送。
採用予定人員　１人
賃金　日額3,760円

〈共通事項〉
申込方法　履歴書（市販のものに自筆・写真貼付）を学校給食課へ

提出してください。面接の試験案内は、申し込み後に学
校給食課から連絡します。

申込期間　随時受付

問い合わせは　学校給食課（☎22−0362）へ

一般競争入札（指名競争入札）
入札参加資格審査申請【追加申請】の受付

建設工事
令和元、２年度に市が発注する建設工事の入札に参加を希望される
方は、申請書を提出してください。ただし、平成31年１月に定期
受付をされた方は不要です。
平成29年度分より徳島県との共同受付を実施しています。
建設工事に係る測量・建設コンサルタント業務等
令和元年度に市が発注する建設工事に係る測量・建設コンサルタン
ト業務等および用地取得等に関する委託業務の入札に参加を希望さ
れる方は、申請書を提出してください。ただし、平成30年中また
は平成31年１月に申請をされた方は不要です。
平成30年度分より徳島県との共同受付を実施しています。

〈共通事項〉
受付期間　12月10日㈫まで（土、日、祝日は除く）
提出書類等　市ホームページおよび徳島県電子入札ホームページを

ご覧ください。

提出先・問い合わせは　総務課（☎22−3804）へ
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次の市営住宅への入居者を募集します。

〈一般募集住宅〉
住宅名 所　在　地 戸　数 間　取
中川原 横見町中川原 1 ２ＬＤＫ
中川原 横見町中川原 1 ３ＤＫ
西　方 長生町西方 １ ２ＤＫ

橘 橘町幸野 1 ３ＤＫ
橘 橘町幸野 2 ２ＬＤＫ

赤　池 那賀川町赤池 １（単身可） ２ＤＫ

〈常時募集住宅〉

高　田 福井町森 1 ３ＤＫ

◆申込資格等　次の①～④の全てに該当する方
①阿南市に住民登録または勤務地を有し、持家がないなど

居住に困っていると認められる方
②同居しようとする親族がいること。ただし、婚約者の場

合は、入居を指定した日から３カ月以内に結婚し、同居
できる方に限ります。

③政令で定める収入基準を満たす方
④申込者および同居する親族が暴力団員でないこと

◆申込みに必要な書類　
①市営住宅使用申込書（印鑑が必要となります）
②入居希望者全員の住民票
③収入を証する書類（所得課税証明書、源泉徴収票（給与

支払明細書）など）
④婚約中の方は、婚約が証明できる書類

◆入居者の選定方法　
①受付時に書類審査を行います。書類に不備がある場合は

受け付けできません。
②書類審査後、希望する住宅を１つ選んでいただきます。
③各住宅で募集戸数を超える申込みがある場合は、抽選に

より決定します。
④不正な申込み等が発見された場合は、当選資格を取り消

します。また、申込み後、入居までに同居親族の変更（出
産、死亡を除く）または婚約者が変わった場合は、その
申込みを無効とします。

⑤受付日に申込みを希望した者がいなかった場合は、引き
続き住宅を募集し、先着順で申込みを受け付けます。

◆受付日時　７月11日㈭、12日㈮　9:00～17:00
◆抽選日　７月18日㈭、19日㈮　※抽選がある場合のみ。
◆入居予定日　９月１日㈰

※家賃、敷金、収入基準など条件・制約がありますので、
くわしくは、お問い合わせください。

問い合わせは　住宅・建築課（☎22−3431）へ

◆申込資格等　次の①～⑥の全てに該当する方
①月額の所得が38万7,000円以下の子育て世帯または新婚

世帯（単身の世帯を除く）
子育て世帯…18歳未満の方または妊娠している方がい

る世帯
新婚世帯……配偶者（婚姻の届出をしていないが事実上

婚姻関係と同様の事情にある方および婚姻
の予約者を含む）を得て５年以内の方であ
って、そのいずれもが入居申込期間の末日
において45歳未満である方から成る世帯

②現に伊島町内に住所を有する方または伊島町内に定住す
る意思のある方であること

③暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条
第６号に規定する暴力団員でないこと

④市税等を滞納していない方であること
⑤連帯保証人の連署する請書を提出できる方
⑥家賃・敷金等を支払うことができる方

◆申込みに必要な書類　
①阿南市地域優良賃貸住宅入居申込書（定住促進課備え付

けまたは市のホームページからダウンロードできます）
②住民票の写し（入居申込者全員分）
③戸籍謄本
④所得課税証明書（収入のある入居申込者全員分）

⑤婚姻の届出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情
にある方または婚姻の予約をしている方にあっては、そ
の事実を証明する書類

⑥納税証明書等市税等の滞納がないことを証明する書類
⑦誓約書
⑧その他市長が必要と認める書類

◆入居者の選定方法　
①受付時に書類審査を行います。書類に不備がある場合は、

受け付けできません。
②募集戸数を超える申込みがある場合は、抽選その他公正

な方法により入居決定します。
③不正な申込み等が発見された場合は、入居決定を取り消

します。また、申込み後、入居までに同居親族が変更（出
生および死亡を除く）または婚約者が変わった場合は、
その申込みを無効とします。

◆受付期間   ７月９日㈫～16日㈫　9:00～17:00
（土、日、祝日を除く）

◆受付場所　市役所２階　定住促進課　
◆抽選日　７月23日㈫　※抽選がある場合のみ。
◆入居予定日　９月１日㈰

※申込資格など条件・制約がありますので、くわしくは、
お問い合わせください。

問い合わせは　定住促進課（☎22−7404）へ

次の地域優良賃貸住宅への入居者を募集します。
＜募集住宅＞　

名　　　称 所　　在　　地 戸数 間　取 １戸当たり家賃月額 敷　　金
伊島若者定住促進住宅 伊島町瀬戸25番地・26番地 １戸 ３ＬＤＫ 47,000円 141,000円

市営住宅入居者募集

地域優良賃貸住宅入居者募集
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あぶない ! こんなに事故が
交通事故

件　　 数
死　　 者
負 傷 者

191件（   923）
0人（       5）
14人（     91）

救　　急 件　　 数
搬 送 人 員

295件（1,502）
284人（1,424）

火　　災 件　　 数
損 害 額

3件（19）
0千円（208千円）

●阿南署管内令和元年５月分合計。カッコ内は１月からの累計。
●損害額は未確定分を含んでいません。

阿南警察署だより
夏の海・河川における水難防止
暑い日が続き、自然体験型のレジャーが楽しめる
季節となりました。毎年この時期に、河川等にお
ける釣り・水泳・キャンプ等で尊い命が奪われる
水難が多発しています。
レジャーを楽しむ際は細心の注意を払いましょう。
問い合わせは　阿南警察署（☎22−0110）へ

人権教育・啓発
同和問題講演会
日時　８月３日㈯　13:20開会
場所　文化会館１階　ホール
演題　「これからの人権教育・啓発の課題
　　　−部落問題をどう語り、伝えるのか−」
講師　関西大学名誉教授　石元清英さん
※託児あり（要申込：７月25日㈭まで）
※駐車台数が限られていますので、乗り合わせに

ご協力ください。
問い合わせは　人権・男女参画課（☎22−3094）へ

市内事業所の経営者・管理者の皆さまへ
本市では、差別落書き等の防止のために公共施設
や量販店のトイレなどの定期的な巡視活動を実施
しています。
各事業所におかれましても、人権をふみにじる悪
質な落書き等を防ぐために、トイレや人通りの少
ない箇所等の定期的な点検を実施し、トイレなど
は常に明るく、清潔感あふれるものにすることに
よって、日頃から落書きしにくい状況をつくるな
どの対策をお願いします。
差別落書きを発見したら
万が一、人権を侵害するような内容の落書きなど
を発見した時は、その場で消去せず、落書きの部
分を紙または色つきビニール等で覆い、人目に触
れないようにして、早急にご連絡ください。
問い合わせは　人権教育課（☎22−3392）
　または人権・男女参画課（☎22−3094）へ

公共下水道受益者負担金の納付
令和元年度の納付書は８月上旬に受益者に発送し
ます。
納付対象は、分割払いで納付されている方や平成
30年７月以降供用開始になった土地で、納付猶
予を受けられていた方などです。
納期　８月、11月、２月
口座振替の手続き　口座振替（分割払いのみ）を
希望される方は、次の金融機関に「口座振替依頼
書」を備え付けていますので、７月16日㈫まで
に手続きをしてください。
阿波銀行、徳島銀行、四国銀行、高知銀行、阿南
信用金庫、四国労働金庫、阿南農業協同組合、ゆ
うちょ銀行の阿南市内各店舗
問い合わせは　下水道課（☎22−1796）へ

第43回（令和元年度）
成人大学第２回講座

成人大学は、講演など、さまざまな学びの場を提
供している生涯学習講座です。今回の講座は、ど
なたでもご参加いただけます。
日時　７月27日㈯　15:00～
場所　ひまわり会館
講師　日本宇宙少年団藤沢分団　分団長　
　　　宇宙教育リーダー　遠藤　智さん
講座内容　「小惑星探査機　はやぶさの奇跡と、

はやぶさ２の軌跡」
参加費　無料
問い合わせは　生涯学習課（☎22−3391）へ

若年世帯の住宅取得を支援する
「住んでみんでＡＮＡＮ事業」
いよいよ申請受付開始！

49歳以下の子育て世帯、移住世帯等が、【フラッ
ト35】子育て支援型・地域活性化型を利用して
住宅を取得する場合に、一定額を補助する「住ん
でみんでＡＮＡＮ事業」を創設しました。
受付　７月１日㈪から住宅・建築課にて受け付けます。
予定戸数等　新築住宅10戸、中古住宅５戸で、受

付は先着順とし、予算に達し次第終
了します。

※補助額・要件等、くわしくは広報あなん６月号
または市ホームページをご覧いただくか、下記
までお問い合せください。

問い合わせは　住宅・建築課（☎22−3431) へ
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警戒
レベル 避難行動等 避難情報等

警戒レベル３・４・５は市から発令
防災気象情報

気象庁、国、県から発表

５
既に災害が発生している状況で
す。命を守るための最善の行動
をとりましょう。

災害発生情報
災害が実際に発生していることを
把握した場合に、可能な範囲で発
令

警戒レベル５相当情報※
・氾濫発生情報
・大雨特別警報　等

４

全員避難
速やかに避難先へ避難しましょ
う。公的な避難場所までの移動
が危険と思われる場合は、近く
の安全な場所や、自宅内のより
安全な場所に避難しましょう。

避難勧告
避難指示（緊急）
地域の状況に応じて緊急的又は重
ねて避難を促す場合等に発令

警戒レベル４相当情報※
・氾濫危険情報
・洪水警報の危険度分布
（非常に危険）
・土砂災害警戒情報　等

３

高齢者等は避難
避難に時間を要する人（ご高齢
の方、障がいのある方、乳幼児
等）とその支援者は避難をしま
しょう。その他の人は、避難の
準備を整えましょう。

避難準備・
高齢者等避難開始

警戒レベル３相当情報※
・氾濫警戒情報
・大雨警報（土砂災害）
・洪水警報
・洪水警報の危険度分布
（警戒）　等

２
避難に備え、ハザードマップ等
により、自らの避難行動を確認
しましょう。

洪水注意報　等
大雨注意報　等

１ 災害への心構えを高めましょう。 早期注意情報（警報級の予報）

６月から水害・土砂災害に関し、防災情報の伝え方が変わり、〔警戒レベル〕で避難のタイミングをお伝
えすることになりました。警戒レベル４で全員避難となります。（発令された地区にお住まいの方は速や
かに避難してください）
内閣府は、平成30年７月豪雨を踏まえ、伝達する防災情報を住民の方が直感的にわかりやすく、避難の
タイミングが明確化できるように「避難勧告等に関するガイドライン」を改訂しました。今年の出水期か
ら、避難勧告等の避難情報には〔警戒レベル情報〕が付与されることになります。

※警戒レベル相当情報は住民が自主的に避難行動をとるために参考とする情報です。

例：次のような内容で市から避難行動を呼びかけます。
■緊急放送、緊急放送、警戒レベル４、避難開始
■こちらは防災阿南市役所です。
■〇〇地区に洪水に関する警戒レベル４、避難勧告を発令しました。

くわしくは、内閣府の防災情報のページでご確認ください。

警戒レベルを用いた
避難勧告等の発令について

問い合わせは　危機管理課（☎22−9191）へ
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国道55号阿南道路において中島高架橋の架設工事のため、
夜間交通規制を実施します。大変ご不便をおかけいたしま
すがご理解とご協力をお願いします。

規制日時
　７月16日㈫～８月７日㈬の夜間（22:00～翌6:00）
　※土、日曜、祝日の夜～翌朝、および荒天時は除きます。

規制区間
国道55号阿南道路　下り線(美波町方面行き) の中島港
入口交差点～那賀川大橋北交差点の区間（区間①）

規制内容
区 間 ①：夜間通行止め（迂回路あり）
交差点②：全面通行止め（迂回路なし）
※上記規制日時のうち、桁の吊上げ作業時に交差点②の

上下線で10～20分の全面通行止め（２回/日）あり

問い合わせは　国土交通省　徳島河川国道事務所　
阿南監督官詰所（☎088−652−6075）へ
※平日8:30～17:15

迂回路

国道55号の夜間交通規制のお知らせ

中島港
入口

中島
団地東

コンビニ
●

●
中島団地

●ホーム
センター

那賀川
大橋北

美
波
町
方
面

那　賀　川　→

徳
島
市
方
面

55

凡
　例

　
　区
間
①

プッシュ型配信開始のお知らせ
国が管理する那賀川・桑野川では緊急速報
メールを活用した、洪水情報のプッシュ型
配信を開始しています。くわしくは那賀川
河川事務所ウェブサイトをご覧ください。
※以下のようにスマホ等に送信されます。

問い合わせは　那賀川河川事務所　
　　　　　　　調査課（☎22−6562）へ

警戒レベル４相当
こちらは国土交通省四国地方整
備局です

内容：那賀川の水位が上昇し、
古庄水位観測所（那賀川町）で
避難勧告等の目安となる氾濫危
険水位に到達しました
行動要請：防災無線、テレビ等
で自治体の情報を確認し、各自
安全確保を図るなど適切な防災
行動をとってください
本通知は、浸水のおそれのある
市町村に配信しており、対象地
域周辺でも受信する場合があり
ます

阿南市プレミアム付商品券
取扱店舗募集

消費税率の引き上げが家計に与える影響を緩和するとと
もに、地域の消費を下支えするため、「低所得者・子育
て世帯主向けのプレミアム付商品券」を発行（10月以
降予定）します。ついては、商品券の取扱店舗を募集し
ます。
募集期間　１次受付　７月１日㈪～７月16日㈫

※１次受付期間中にご登録いただくと、取扱
店舗一覧表に店舗名を掲載します。１次受
付締め切り以降も、受け付けます。

募集対象　阿南市内の小売業、飲食業およびサービス業
の店舗

登録方法・場所　申請用紙に必要事項を記入の上、店舗
所在地の商工会議所または商工会窓口
にて登録手続きを行ってください。

店舗募集の問い合わせは　
阿南商工会議所（☎22－2301）、
那賀川町商工会（☎42－1772）、
羽ノ浦町商工会（☎44－4858）へ

商品券（制度の概要）の問い合わせは　
プレミアム付商品券事務局（市役所内☎22－8286）へ
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かもだ岬温泉保養施設
かもだ岬温泉は県内屈指の天然温
泉です。
ゆったりとおくつろぎください。

【７月の休館日】
1日㈪、8日㈪、16日㈫、22日㈪、
29日㈪

※7月2日㈫から8月31日㈯まで終了時間を20:00まで延長
します。
※26日㈮は風呂（ふろ）の日です。
一般入浴料半額に！ぜひご利用ください。

問い合わせは　かもだ岬温泉保養施設（☎21－3030）へ

５月定例会（５月28日開催）で、次の内容に
ついて審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより

●教育長報告
１　校長ヒアリングについて
２　令和元年度アカデミック・プログレス・プロジェクト

事業選考について
３　こころのプロジェクト「夢の教室」開催について
４　「赤ちゃん授業」開催について
５　小・中学校の修学旅行の状況について
６　市中総体について

●学校評議員の委嘱について（学校教育課）
●学校訪問について（学校教育課）
●阿南地区義務教育諸学校教科用図書採択について

（学校教育課）
●阿南市社会教育委員の委嘱について（生涯学習課）
●阿南市教育集会所長の委嘱について（人権教育課）
●阿南市学校給食審議会委員の委嘱について（学校給食課）
●阿南市立図書館協議会委員の任命について（図書館）
※定例会の日時は、市ホームページでお知らせしています。
　くわしくはお問い合わせください。
問い合わせは　教育総務課（☎22−3299）へ

光 ７月の催しのまちステーションプラザ

■展示コーナー　10:00～20:00
※各展示とも展示入れ替えのため、初日は12:00から開

始、最終日は15:00までに終了します。
○Kamansa☆summer　２日㈫～15日㈷
○書とともに　17日㈬～28日㈰
○ジュエリー＆木彫　作品展　30日㈫～８月12日㈷

■体験コーナー
○令和パステル色紙を書こう
　14日㈰　13:00～15:00
　【申込締切日】12日㈮　【参加費】1,000円
　【定員】5人　【持参物】手をふくタオル
※汚れても良い服装でお越しください。
○ジェルキャンドルを作りましょう
　21日㈰　13:00～15:00
【申込締切日】19日㈮　【参加費】2,000円
【定員】10人　【持参物】なし

問い合わせは　光のまちステーションプラザ
（☎24−3141）へ

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中！

長時間野球大会出場者募集
チ―ムをリレーして試合を行う野球大会に出場するチーム
および選手を募集します。
日程　８月24日㈯　9:00～21:30　25日㈰　6:00〜21:30
※出場する時間は大会主催者が調整し、決定します。１チ

ームの出場時間は１時間程度を予定。
場所　JA アグリあなんスタジアム
参加資格　小学３年生以上の男女。市外に住所のある選手

の申し込みも歓迎します。
持参物　シューズ（金属製スパイクは禁止）、グローブ
※なるべくユニホームの着用とアップシューズの使用をお

願いします。
申込締切日　７月31日㈬　　参加費　無料
※市内の各野球連盟に所属するチームは連盟を通じてお申

し込みください。
申し込み・問い合わせは　
野球のまち推進課（☎22−1297）へ

中小企業の経営相談会のご案内
中小企業・小規模事業者の皆さんのさまざまな経営相談を行
っています。本年は、キャッシュレス元年です。インターネ
ットのエリアマーケティングと合わせた導入が効果的です。
手順・手法等経営上の相談がある方は、お気軽にご連絡くだ
さい。

県南部サテライト相談所
日時　７月10日㈬、８月14日㈬、９月11日㈬
　　　10:00～16:00
※前日までに徳島県よろず支援拠点にご予約ください。
※毎月第２水曜日に開催します。
場所　南部総合県民局阿南庁舎３階　協議室

問い合わせは　
徳島県よろず支援拠点（☎088−676−4625）
または商工観光労政課（☎22−3290）へ

問い合わせは　野球のまち推進課（☎22－1297）へ

球場へ行こう!
JAアグリあなんスタジアムほか

７月の日程

○阿南市軟式野球連盟壮年夜間大会
　１日㈪から31日㈬までの平日19:30～
○ティーボール体験会（あななんアリーナ）
　７日㈰　9:00～12:00（8:30～受付）
○徳島県中学校総合体育大会（軟式野球）

６日㈯、７日㈰、13日㈯、14日㈰、15日㈷、20日㈯、
21日㈰、22日㈪、24日㈬、25日㈭

○四国アイランドリーグ plus公式戦
　19日㈮　18:00～　徳島ＩＳ　対　愛媛ＭＰ
○第７回野球のまち阿南少年野球全国大会
　26日㈮　開会式（16:00〜）
　27日㈯、28日㈰、29日㈪
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「
人
か
ら
人
へ

〝
つ
な
ぎ・つ
な
げ
る
〟」

何
事
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

平
成
か
ら
新
し
い
元
号
「
令

和
」
へ
変
わ
り
ま
し
た
が
、
し

っ
か
り
時
代
は
引
き
継
が
れ
、

繋
が
っ
て
い
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
一
方
、
私
が
縁
あ

っ
て
嫁
い
だ
町
、
椿
町
は
、
阿

南
市
で
も
急
速
に
過
疎
が
進
み

つ
つ
あ
る
町
で
、
現
状
に
心
が

痛
み
不
安
に
な
り
ま
す
。

　

温
暖
で
自
然
が
い
っ
ぱ
い
の

と
て
も
い
い
環
境
で
子
育
て
さ

せ
て
も
ら
っ
た
、
こ
の
す
て
き

な
町
を
大
切

に
思
い
、
健

や
か
に
育
っ

た
子
ど
も
た

ち
の
ふ
る
さ

と
を
守
り
た

い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た

め
、
町
の
主
婦
な
ど
で
つ
く
る

グ
ル
ー
プ
「
椿
マ
マ
ど
る
」
で
、

町
内
外
の
方
が
集
え
る
カ
フ
ェ

の
運
営
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の

活
動
を
通
し
て
、
今
私
が
で
き

る
こ
と
を
精
一
杯
一
つ
一
つ
積

み
重
ね
、
人
か
ら
人
へ
〝
つ
な

ぎ
・
つ
な
げ
る
〟
の
誠
心
で
今

後
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

次
は
椿
町
の
木
本
明
伸
さ
ん

に
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
は
、
小
学
校
４
年
生
の
こ
ろ

か
ら
現
在
の
五
十
う
ん
歳
!?
ま
で

続
け
、
携
わ
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ

が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
。
私
は
、

バ
レ
ー
ボ
ー

ル
が
大
好
き

で
す
。

　

な
ぜ
、
好

き
な
の
か
。

ど
う
し
て
、

好
き
な
の
か
。

あ
ら
た
め
て

考
え
て
み
る
と
、
あ
る
こ
と
に
気

づ
き
ま
し
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
人
か
ら
人

へ
ボ
ー
ル
を
つ
な
ぎ
、
そ
し
て
１

点
１
点
得
点
を
積
み
重
ね
、
勝
利

す
る
。
そ
の
、
人
か
ら
人
へ
つ
な

ぎ
・
つ
な
げ
て
何
か
を
成
し
遂
げ

て
い
く
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
魅

力
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。
私

の
今
ま
で
の
人
生
で
知
ら
ず
知
ら

ず
常
に
根
底
に
あ
っ
た
の
は
、〝
つ

な
ぎ
・
つ
な
げ
る
〟
の
誠
心
で
、

椿町
近藤 清子さん

「阿南市民の歌」
収録ＣＤ・ＤＶＤの無料貸出し

「阿南市民の歌」は、昭和41年１月、伸
びゆく阿南市にふさわしい歌として誕生
しました。古き良き時代のまちの姿を今
に伝える「阿南市民の歌」が、市民のみ
なさんに親しみを持って愛唱されること
を願い、普及に取り組んでいます。「阿
南市民の歌」を収録したＣＤおよびＤＶ
Ｄを無料で貸し出ししていますのでご利
用ください。

　貸出し　お一人さま１枚
　貸出期間　１回につきに１週間程度
　申込先　企画政策課または各公民館

問い合わせは　企画政策課
（☎22−3429）へ

Y
ユーチューブ
ouTube で

配信中！

あなんテレワーク
推進センター
イベント情報！

①会計ソフトで簡単管理
簡単な会計ソフトを使って収支管理や来年の申告に。目標やムダ
が見えてきます。
日時　７月８日㈪　10:30〜12:00
持参物　パソコン（２台までレンタル PC あり）、筆記用具、経

費に該当する領収書等
②ビジネスマナー・話し方講座
好感度アップのコツや伝わる話し方を、プロの講師が楽しく教え
ます。
日時　７月12日㈮　10:30〜12:30　　持参物　卓上の鏡
③新しい働き方ワークショップ
テレワークという働き方について、悩みや疑問をみんなでわいわ
い話しませんか？
日時　７月17日㈬　10:00～12:00　　申込締切日　７月12日㈮

〈共通事項〉
対象　市内在住の女性　定員　①②８人程度　③10人（先着順）
場所　あなんテレワーク推進センター（牛岐城趾公園管理事務所２階） 
※お車でお越しの際は市役所の駐車場をご利用いただきますよう

お願いします。
参加費　無料
申込方法　電話、ファクスまたはメールで、氏名、年齢、電話番

号、希望日、お子さま連れの場合はお子さまの年齢を
ご記入の上、お申し込みください。

 問い合わせは　あなんテレワーク推進センター
（☎・FAX24−8009）へ　
※月、水、金曜日（祝日除く）10:00～15:00
e-mail:anan@child-rin-tokushima.com
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各医療機関で受診する

検診項目 実施時期 実　　　　施　　　　機　　　　関 検 診 結 果

肝炎ウイルス
（Ｂ型・Ｃ型） ７月～９月 市内医療機関 医療機関に出向き

確認してください。
前立腺がん

胃がん

バリウム
検査

７月～９月
天羽クリニック、生野外科胃腸科、岩城クリニック、島内科眼科医院、玉真病院、富永
医院、原田病院、廣瀬医院、益崎胃腸科内科医院、松﨑内科医院、三谷内科、宮本病院、
村上内科外科医院

保健センターから
個人通知します。
（結果通知は、１
カ月以上かかるこ
とがあります）

胃カメラ
検査

（２年に１回）

７月～
令和２年２月

市内  阿南医療センター、和田胃腸科内科医院
※阿南医療センターおよび和田胃腸科内科医院は完全予約制です。医療機関へ予約する
前に、必ず保健センターへがん検診の受診券を持参し、問診票を取りに来てください。

医療機関から
個人通知します。

市外  市外の指定医療機関は完全予約制です。指定医療機関名は、保健センターへお
問い合わせください。医療機関へ予約する前に、必ず保健センターへがん検診の受診券
を持参し、問診票を取りに来てください。

乳がん
（２年に１回）

７月～９月 木下産婦人科内科医院、是松医院、三谷内科、村上内科外科医院、森本内科胃腸科

７月～
令和２年３月

阿南医療センター※要予約（☎28－7777）です。実施日時はお問い合わせください。
岩城クリニック（月曜日を除く平日の10:00〜13:00に実施）※要予約（☎23−5858）
市外の指定医療機関は完全予約制です。指定医療機関名は、保健センターへお問い合わ
せください。医療機関へ予約する前に、必ず保健センターへがん検診の受診券を持参し、
問診票を取りに来てください。

子宮頸がん
（２年に１回）

７月～
令和２年３月

阿南医療センター、木下産婦人科内科医院、森本内科胃腸科
※阿南医療センターは要予約（☎28－7777）です。実施日時はお問い合わせください。
市外の指定医療機関は完全予約制です。指定医療機関名は、保健センターへお問い合わ
せください。医療機関へ予約する前に、必ず保健センターへがん検診の受診券を持参し、
問診票を取りに来てください。

大腸がん
10月～
12月15日

市内医療機関（広報あなん10月号に掲載） 医療機関に出向き
確認してください。

検診項目 対　象 検診の内容 各医療機関 集団検診 検診料０円となる方

肝炎ウイルス
（Ｂ型・Ｃ型）

40歳以上で今まで
受けていない方

血液検査

1,000円 600円 ●生活保護世帯
●市民税非課税世帯

前立腺がん 55歳以上の男性
1,000円
高齢受給者、
後期高齢者500円

1,000円
高齢受給者、
後期高齢者500円

●生活保護世帯

胃がん
※検査前日の21:00以降は飲食はやめてください。
※胃カメラは、胃の治療中の方は受けられません。

40歳以上49歳まで バリウム検査（Ｘ線）（１年に１回）
2,900円 900円 ●阿南市国民健康保険

被保険者
●高齢受給者
●後期高齢者医療被保
険者

●生活保護世帯
●市民税非課税世帯

50歳以上の方
バリウム検査か胃カメラ
検査が選択できます。

バリウム検査（Ｘ線）（１年に１回）
胃カメラ検査（２年に１回） 4,100円

肺がん 40歳以上の方 胸部Ｘ線検査
痰の細胞診検査（必要な方）

Ｘ　　　線　200円
喀痰該当者　500円

大腸がん 40歳以上の方 便潜血反応（２日間検便） 1,100円 500円
骨粗しょう症 20歳以上の女性 Ｘ線検査（腕） 800円

乳がん
40歳以上の女性
（２年に１回）

視触診とマンモグラフィ（Ｘ線）
の併用検診 無料

無料
（マンモグラフィのみの検

診です）
●対象者の方すべて
（阿南市国民健康保険加入
者の方は必ず保険証をご持
参ください）子宮頸がん

20歳以上の女性
（２年に１回） 視診・内診・子宮頸部の細胞診 無料

歯周病 40歳以上の方 歯と歯ぐきの隙間の深さを測る検査 無料 ●対象者の方すべて

Ｑ.検診の内容と自己負担金額は？

を受診しましょう

健康を守るため

がん検診

P

P

阿南健康づくりセンター
阿南保育園

●特別養護老人ホーム　●琴江荘
●阿南荘

阿南医療センター
●

●薬局トマト

●玉眞病院 ●薬局アップル

●薬局ひまわり

●
パチンコ

ネッツ
トヨタ
●

ディスカウント
●ショップ

宝田町荒井

宝田町川原

至徳島

県道30号線
大林津乃峰線

Ｑ.がん検診に持っていくものは？

▲

が
ん
検
診
等

　
受
診
券
の
見
本

がん検診に関する
問い合わせは

阿南市健康づくりセンター内
（宝田町荒井6番地１）

保健センター
（☎22－1590）へ

お問い合わせください。

後期高齢者医療
制度健診は 保険年金課 高齢者医療係（☎22－8064）へ

阿南市国保の特定健診は 保険年金課（☎22－1118）へ

※当日朝６時時点で阿南市に暴風・大雨・洪水のいずれかおよび
震災に関する勧告が発令された場合は中止です。

各医療機関の診療時間内に
行う検診です。

●胃がん検診の胃カメラ検査は２年に１回の検
診となります。胃カメラ検査医療機関への直
接受診は不可です。必ず保健センターに問診
票を取りに来てからご予約ください。

●子宮頸がん検診、乳がん検診は２年に１回の
検診となります。

●Ｘ線を使用した検診については、妊娠してい
る方はご遠慮ください。

●市民税非課税世帯および生活保護世帯の方は
お申し出ください。

●がん検診等の結果については、阿南市の保健
事業に有効利用する以外には使用しませんの
でご了承ください。

ご確認ください

【女性限定】

がん検診無料クーポン券

ＨＰＶ検査無料受診券

をご利用ください。

阿南市に住所を有しており、平成30年４月２日〜平成31年４月１日に
下記の年齢に達した方が対象です。

◆20歳：子宮頸がん検診
◇40歳：乳がん検診
◆30・35・40歳：ＨＰＶ検査　

※検査方法等くわしくは６月末に届く無料受診券をご参照ください。　

HPV…子宮頸がんの原因となる
ヒトパピローマウイルス

令和元年度

県下でも非常に安価
！
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各医療機関で受診する集団検診で受診する

月 日 場　　所 検診項目 受付時間

７月 
5日㈮ ＪＡあなん北部支店

・胃がん（バリウム）
・肺がん
・前立腺がん
・肝炎ウイルス

〔下記は受診券をお持ちの方のみ〕
・特定健診
・後期高齢者医療制度健診

8:30〜9:30

18日㈭ 那賀川公民館
29日㈪ 羽ノ浦公民館

８月 20日㈫ 羽ノ浦公民館

10月
4日㈮ アグリあなん
7日㈪ 加茂谷総合センター
11日㈮ 福井公民館

11月
7日㈭ 新野公民館
11日㈪ ＪＡあなん阿南支店

12月
12日㈭ 那賀川社会福祉会館
13日㈮ ＪＡあなん北部支店
20日㈮ ＪＡあなん椿事業所

②ＪＡ各支店等 ※混雑する可能性があります。当日受診者多数の場合、
がん検診につきましてはお断りすることがありま
すのでご了承ください。

検診項目 実施時期 実　　　　施　　　　機　　　　関 検 診 結 果

肝炎ウイルス
（Ｂ型・Ｃ型） ７月～９月 市内医療機関 医療機関に出向き

確認してください。
前立腺がん

胃がん

バリウム
検査

７月～９月
天羽クリニック、生野外科胃腸科、岩城クリニック、島内科眼科医院、玉真病院、富永
医院、原田病院、廣瀬医院、益崎胃腸科内科医院、松﨑内科医院、三谷内科、宮本病院、
村上内科外科医院

保健センターから
個人通知します。
（結果通知は、１
カ月以上かかるこ
とがあります）

胃カメラ
検査

（２年に１回）

７月～
令和２年２月

市内  阿南医療センター、和田胃腸科内科医院
※阿南医療センターおよび和田胃腸科内科医院は完全予約制です。医療機関へ予約する
前に、必ず保健センターへがん検診の受診券を持参し、問診票を取りに来てください。

医療機関から
個人通知します。

市外  市外の指定医療機関は完全予約制です。指定医療機関名は、保健センターへお
問い合わせください。医療機関へ予約する前に、必ず保健センターへがん検診の受診券
を持参し、問診票を取りに来てください。

乳がん
（２年に１回）

７月～９月 木下産婦人科内科医院、是松医院、三谷内科、村上内科外科医院、森本内科胃腸科

７月～
令和２年３月

阿南医療センター※要予約（☎28－7777）です。実施日時はお問い合わせください。
岩城クリニック（月曜日を除く平日の10:00〜13:00に実施）※要予約（☎23−5858）
市外の指定医療機関は完全予約制です。指定医療機関名は、保健センターへお問い合わ
せください。医療機関へ予約する前に、必ず保健センターへがん検診の受診券を持参し、
問診票を取りに来てください。

子宮頸がん
（２年に１回）

７月～
令和２年３月

阿南医療センター、木下産婦人科内科医院、森本内科胃腸科
※阿南医療センターは要予約（☎28－7777）です。実施日時はお問い合わせください。
市外の指定医療機関は完全予約制です。指定医療機関名は、保健センターへお問い合わ
せください。医療機関へ予約する前に、必ず保健センターへがん検診の受診券を持参し、
問診票を取りに来てください。

大腸がん
10月～
12月15日

市内医療機関（広報あなん10月号に掲載） 医療機関に出向き
確認してください。

《要予約》

検診項目 対　象 検診の内容 各医療機関 集団検診 検診料０円となる方

肝炎ウイルス
（Ｂ型・Ｃ型）

40歳以上で今まで
受けていない方

血液検査

1,000円 600円 ●生活保護世帯
●市民税非課税世帯

前立腺がん 55歳以上の男性
1,000円
高齢受給者、
後期高齢者500円

1,000円
高齢受給者、
後期高齢者500円

●生活保護世帯

胃がん
※検査前日の21:00以降は飲食はやめてください。
※胃カメラは、胃の治療中の方は受けられません。

40歳以上49歳まで バリウム検査（Ｘ線）（１年に１回）
2,900円 900円 ●阿南市国民健康保険

被保険者
●高齢受給者
●後期高齢者医療被保
険者

●生活保護世帯
●市民税非課税世帯

50歳以上の方
バリウム検査か胃カメラ
検査が選択できます。

バリウム検査（Ｘ線）（１年に１回）
胃カメラ検査（２年に１回） 4,100円

肺がん 40歳以上の方 胸部Ｘ線検査
痰の細胞診検査（必要な方）

Ｘ　　　線　200円
喀痰該当者　500円

大腸がん 40歳以上の方 便潜血反応（２日間検便） 1,100円 500円
骨粗しょう症 20歳以上の女性 Ｘ線検査（腕） 800円

乳がん
40歳以上の女性
（２年に１回）

視触診とマンモグラフィ（Ｘ線）
の併用検診 無料

無料
（マンモグラフィのみの検

診です）
●対象者の方すべて
（阿南市国民健康保険加入
者の方は必ず保険証をご持
参ください）子宮頸がん

20歳以上の女性
（２年に１回） 視診・内診・子宮頸部の細胞診 無料

歯周病 40歳以上の方 歯と歯ぐきの隙間の深さを測る検査 無料 ●対象者の方すべて

Ｑ.検診の内容と自己負担金額は？

Ｑ.がん検診に持っていくものは？
① 令和元年度がん検診等受診券

 （６月末に対象の方に届く赤いはがき）
② 健康保険等被保険者証、高齢受給者証、

後期高齢者医療被保険者証
③ 自己負担金
④ 健康手帳 （持っている方）

月 日 場　　所 受付時間・検診項目
７月 27日㈯ 羽ノ浦公民館　　　　♥

９:00〜10:00

・乳がん（30人）
・骨粗しょう症

13:00〜14:30

・乳がん（40人）
・骨粗しょう症
・♥印は子宮頸がん検診も実施

８月 7日㈬ 那賀川社会福祉会館　♥
９月 25日㈬ ひまわり会館　
10月 11日㈮ 健康づくりセンター

11月
6日㈬ 健康づくりセンター
17日㈰ 羽ノ浦公民館　　　　♥

12月 
4日㈬ 那賀川社会福祉会館　♥
17日㈫ 健康づくりセンター

令和２年１月 28日㈫ 健康づくりセンター
令和２年２月 14日㈮ 健康づくりセンター
令和２年３月 9日㈪ 健康づくりセンター

③婦人がん検診 ※乳がん検診のみ要予約
保健センターへご予約ください。（☎22−1590）へ

①公民館等

月 日 場　　所 検診項目 受付時間
７月 18日㈭ 羽ノ浦公民館

・胃がん（バリウム）
・肺がん
・大腸がん
・前立腺がん
・肝炎ウイルス
・★印は無料歯周病も実施

〔下記は受診券をお持ちの方のみ〕
・特定健診
・後期高齢者医療制度健診

  8:00〜11:00

８月
6日㈫ 那賀川社会福祉会館
20日㈫ 椿泊漁協
22日㈭ 健康づくりセンター　★

９月
11日㈬ 健康づくりセンター
26日㈭ ひまわり会館　　　　★

10月
17日㈭ 健康づくりセンター　★
26日㈯ 橘公民館

11月
16日㈯ 羽ノ浦公民館
28日㈭ 健康づくりセンター　★

12月 9日㈪ 健康づくりセンター

令和２年
１月 29日㈬

健康づくりセンター ・胃がん（バリウム）・肺がん・大腸がん   8:00〜11:00
加茂谷公民館 ・肺がん　・大腸がん 13:00〜14:00
長生公民館 ・肺がん　・大腸がん 15:00〜16:00

令和２年
２月 21日㈮

健康づくりセンター ・胃がん（バリウム）・肺がん・大腸がん   8:00〜11:00
津乃峰総合センター ・肺がん　・大腸がん 13:00〜14:00
新野公民館 ・肺がん　・大腸がん 15:00〜16:00

予約した方には各検診日の１週間前までに各種問診票、採便容器が自宅に届きます。
なお、下記の検診日以外は採便容器の提出はできません。※大腸がん検診は予約必須

〈受付は予約者優先です！〉
各検診日の２週間前までに総合健診センターへ
ご予約ください。（☎088−678−3557）

検診結果は約1カ月後に
郵送されます。
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ピアニスト憧れのスタインウェイ社製グランドピアノ
を夢ホールで演奏してみませんか。小学生以上ならど
なたでもご出演いただけます。
開催日　８月24日㈯、25日㈰
※開演時間は出演者数によって前後する場合がありま

す。昨年は11:00開演でした。
場所　夢ホール（文化会館）
参加費　１人につき1,000円　※当日集金

（４人以上のグループは何人でも4,000円）
定員　各日75組
申込締切日　７月23日㈫（必着）
※定員に達し次第締め切ります。
応募方法　メールまたは往復はがきに下記の必要事項

を記入の上、ご応募ください。
①氏名　②年齢（学年）　③住所　④電話
番号　⑤演奏曲目、作曲者（編曲者）　⑥
演奏所要時間（10分以内 ※演奏時間は計
っておいてください）⑦アンサンブルの場
合は編成、譜面台およびイスの必要数⑧開
催日で都合がつかない日がある場合はご記
入ください。

※応募少数の場合は25日㈰のみの開催となります。
※ピアノを使わない演奏はご遠慮ください。またマイ

ク等の音響機器は使用できません。
※ケーブルテレビが収録、放映する場合があります。

また当会が撮影した写真はホームページ等の広報で
活用しますのでご了承ください。

※ボランティアスタッフ（アナウンス、花束係）も併
せて募集しています。くわしくは、下記の連絡先ま
でお問い合わせください。

申し込み・問い合わせは　
〒774‐0030 富岡町西池田135番地１　文化会館
夢ホール市民協議会夢つくりあなん

「みんなでピアノ物語」係（☎23－5599）へ
e-mail:yumehallciviccouncil@gmail.com

■	みんなでピアノ物語　出演者募集

阿南市では「阿南市ウミガメ保護条例」に基づき、ウ
ミガメ保護に努めています。また、阿南市内の海岸に
上陸するウミガメの頭数調査を毎年実施しています。
ウミガメの上陸、または足跡が確認された場合は、文
化振興課までご連絡ください。

問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■	ウミガメ上陸に関するお願い

ヴァイオリン、ピア
ノ、チェロが奏でる
至福の三重奏をお
楽しみください。阿
南少年少女合唱団
との共演もありま
す。
日時　８月３日㈯　14:00開演
場所　コスモホール（情報文化センター）
出演　森川耕太（ヴァイオリン）、森　美加（ピアノ）、

森川敏子（チェロ）、阿南少年少女合唱団
入場料　【全席自由】一般1,500円、高校生以下500円

※当日券は500円増し　
※未就学児の入場はご遠慮ください。（無料

託児サービスをご希望の方は1週間前まで
にお申し込みください）

チケット販売場所　情報文化センター、文化会館、徳
島新聞社事業部（各販売店でも取
次ぎします）、平惣（阿南センタ
ー店・羽ノ浦店・小松島店・徳島
店）

問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■	ウィーン音楽の調べ　チケット販売中

あなんカルチャー
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セ
ン
タ
ー

科
学

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

星座早見を作り、夏の大三角を観察します。参加者に
はプレゼントもあるよ！
日時　８月４日㈰、23日㈮　19:00～21:30
対象　小学３年～６年生（保護者同伴必須）
定員　各日親子20組40人程度
　　　（先着順。定員に達し次第締切）
参加料　300円（保護者は無料）
申込方法　７月20日㈯9:30～電話またはホームページ

からお申し込みください。

■	夏休み星空教室 （有料・要申込）

四国最大の望遠鏡を使い、自分のカメラで土星を撮影
してみよう！
日時　８月15日㈭、16日㈮　19:30～21:30
対象　小学生以上（小中学生は保護者同伴）で、一眼

またはコンパクトカメラを持参して、カメラの
基本操作ができる方

定員　各日15組30人程度
　　　（先着順。定員に達し次第締切）
参加料　大人300円、高校生250円、小中学生200円
申込方法　７月20日㈯9:30～ホームページからお申し

込みください。

■	デジカメで土星を撮ろう （有料・要申込）

科学センターで育てたアイの葉を使って、藍染めの仕
組みを学びながら、ハンカチを染めてみよう！
日時　８月24日㈯　
　　　①10:00～11:30、②14:00～15:30
対象　小中学生（小学生は保護者同伴必須）
定員　各回20組40人程度
　　　（先着順。定員に達し次第締切）
参加料　300円（保護者は無料）
申込方法　７月20日㈯9:30～電話またはホームペー

ジからお申し込みください。

■	子ども藍染め教室 （有料・要申込）

天文台で七夕飾りを作り、短冊を書いて星に願いをこ
めましょう！
日時　７月６日㈯、７日㈰　午前の部　10:00～12:00

午後の部　13:00～16:00
※時間内ならいつでも参加可
対象　幼児とその保護者
紙芝居　幼児向けの七夕にまつわる紙芝居も行います。
　　　　（１回約15分）時間は次の通り。
①10:30～、②11:30～、③13:10～、④14:00～

■	天文台で七夕飾りを作ろう！ （無料・申込不要）

３日かけて、実験や工作、生き物の標本作りを行いま
す。なお２日目と３日目は希望により植物・昆虫の２
コースに分かれて活動します。
日時　７月27日㈯、28日㈰、８月25日㈰　
　　　各日9:00～16:00
対象　３日間とも参加できる小学４年～中学生
定員　50人（先着順。定員に達し次第締切）
参加料　2,500円
申込方法　７月６日㈯9:30～受付開始。くわしくは、

ホームページをご覧ください。

■	サマー・サイエンス・スクール （有料・要申込）

空気の力で車体を浮上させて、プロペラを使って走行
するホバークラフトを作ります。
日時　８月18日㈰　13:00～15:30
対象　小学4年～中学生
定員　30人（先着順。定員に達し次第締切）
参加料　１人500円
申込方法　７月20日㈯9:30～電話またはホームペー

ジからお申し込みください。

■	夏休み工作教室
　 「ホバークラフトを作ろう」 （有料・要申込）

幼児から参加できる楽しい工作を行います！ 
日時　７月15日㈷　午前の部　10:00～11:40

午後の部　13:30～15:30
内容　空

くう

力
りき

翼
よく

艇
てい

という飛行機の翼の原理を利用した地
面をよく滑るおもちゃを作ります。

■	かんたん！わくわく工作
　 「空力翼艇を作ろう」 （無料・申込不要）

問い合わせは　科学センター（☎42－1600）へ
〈７月の休館日〉　１日㈪、８日㈪、16日㈫、22日㈪、29日㈪
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新
た
な
総
合
計
画
の
策
定
に

向
け
て

　

平
成
23
年
の
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に

よ
り
、
地
方
公
共
団
体
は
法
律
上
、
基
本
構

想
を
策
定
す
る
義
務
は
な
く
な
り
、
ま
た
、

総
合
計
画
を
策
定
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、

議
会
の
議
決
を
経
る
か
ど
う
か
は
、
市
独
自

の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
現
行
の
「
第
５
次
阿
南
市

総
合
計
画
」
が
、
令
和
２
年
度
に
期
間
満
了

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
度
、
現
行
の
計

画
に
次
ぐ
、
新
た
な
総
合
計
画
の
策
定
に
向

け
、
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
た
「（
仮
称
）

第
６
次
阿
南
市
総
合
計
画
策
定
方
針
」
※
を

決
定
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
総
合
計
画
は
、
個
別
の
行
政
分
野

に
関
す
る
計
画
が
整
合
を
図
る
べ
き
「
市
の

最
上
位
計
画
」
に
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、

「
基
本
構
想
」
と
「
前
期
・
後
期
計
画
」
の

２
層
で
構
成
し
ま
す
。

　

ま
た
、
計
画
期
間
は
、
変
動
す
る
社
会
情

勢
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
基
本
構

想
は
、
従
来
の
「
10
年
」
か
ら
「
８
年
」
に

短
縮
し
、
前
期
・
後
期
計
画
は
そ
れ
ぞ
れ

「
５
年
」
か
ら
「
４
年
」
と
し
、
令
和
３
年

度
か
ら
令
和
10
年
度
ま
で
の
８
年
間
と
し
ま

す
。

　

今
後
は
、
こ
の
策
定
方
針
に
基
づ
き
、
本

年
度
か
ら
２
カ
年
か
け
て
策
定
作
業
を
進
め
、

本
年
度
に
基
礎
調
査
等
を
行
い
、
素
案
づ
く

り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市
民
意
識
調
査
や

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
に
、
市
民
各
層
の

方
々
で
組
織
す
る
「
阿
南
市
総
合
計
画
審
議

会
」
を
開
催
し
、
幅
広
く
ご
意
見
、
ご
提
言

を
い
た
だ
く
中
で
原
案
づ
く
り
を
進
め
、
適

宜
、
市
議
会
に
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
基
本
構
想
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
、

議
会
の
議
決
を
経
て
策
定
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
椿
診
療
所

を
設
置

　

椿
町
の
椿
診
療
所
お
よ
び
椿
泊
町
の
中
野

診
療
所
に
お
い
て
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
住

民
の
健
康
を
守
り
続
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

中
野
益
弘
先
生
が
３
月
末
を
も
っ
て
引
退
さ

れ
、
両
診
療
所
が
閉
院
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
野
先
生
に
は
、
両
診
療
所
の
運
営
の
ほ

か
、
昭
和
59
年
４
月
か
ら
昭
和
61
年
４
月
ま

で
の
間
、
伊
島
診
療
所
の
所
長
を
兼
任
し
て

い
た
だ
き
、
ま
た
、
阿
南
市
医
師
会
会
長
と

し
て
平
成
10
年
４
月
か
ら
８
年
間
に
わ
た
り

本
市
の
地
域
医
療
に
対
し
、
多
大
な
る
ご
尽

力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
、
両
診
療
所
の
閉
院
に
よ
っ
て
当
該

地
区
は
無
医
地
区
と
な
る
こ
と
か
ら
、
地
域

の
医
療
を
確
保
し
、
地
域
住
民
の
命
と
健
康

を
守
る
た
め
、
閉
院
さ
れ
た
椿
診
療
所
の
建

物
を
借
り
受
け
、
新
た
に
「
阿
南
市
国
民
健

康
保
険
椿
診
療
所
」
を
設
置
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

当
診
療
所
は
、
７
月
30
日
の
開
設
を
目
標

に
準
備
を
進
め
て
お
り
、
ま
た
、
診
療
日
は
、

火
曜
日
と
木
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で
、
医
師
は
阿
南
医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
派
遣
に
よ
り
診
療
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
も
、
地
域
医
療
を
守
る
こ
と
が
医
療

保
険
の
究
極
の
目
的
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、

医
療
を
提
供
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

津
波
避
難
施
設「
命
山
」を
整
備

　

現
在
、
那
賀
川
町
工
地
地
区
に
平
成
30
年

度
か
ら
建
設
中
の
津
波
避
難
施
設
「
命
山
」

は
、
盛
土
部
分
お
よ
び
周
辺
整
備
と
し
て
、

側
溝
部
分
の
仕
上
げ
を
行
っ
て
お
り
、
ま
も

な
く
第
１
期
工
事
が
竣
工
し
、
命
山
の
原
型

が
出
来
上
が
る
予
定
で
す
。

　

そ
の
後
、
し
ば
ら
く
養
生
期
間
を
設
け
、

本
年
度
は
秋
頃
か
ら
第
２
期
工
事
と
し
て
、

避
難
路
お
よ
び
避
難
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
に
取

り
掛
か
り
、
命
山
上
部
の
避
難
ス
ペ
ー
ス
に

は
、
あ
ず
ま
や
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、
ベ

ン
チ
な
ど
を
設
置
す
る
計
画
で
、
本
年
度
末

の
完
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
津
波
避
難
計
画
で
は
、
那
賀
川
地

区
の
沿
岸
部
に
特
定
避
難
困
難
地
域
が
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
の
命
山
が
完
成
し
ま
す
と
、

最
大
７
２
０
人
が
避
難
可
能
と
な
り
、
那
賀

川
地
区
の
特
定
避
難
困
難
地
域
が
解
消
さ
れ

ま
す
。

　
６
月
議
会
が
６
月
７
日
か
ら
24
日
ま
で
の
18
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
日
に
は
、

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
、
市
長
よ
り
所
信
が
表
明
さ
れ
ま
す
。

　
今
議
会
で
表
明
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

６
月
定
例
市
議
会 

市
長
所
信

　

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し
て
要
旨

部
分
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文

を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

後
日
作
成
す
る
市
議
会
会
議
録
は
、

市
立
図
書
館
等
で
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
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さ
ら
な
る
移
住
者
数
の

増
加
を
図
る

　

徳
島
県
が
公
表
し
て
い
ま
す
移
住
者
実
績

に
よ
り
ま
す
と
、
平
成
29
年
度
の
本
市
へ
の

移
住
者
数
は
、
前
年
度
比
ほ
ぼ
倍
増
の
２
３

５
人
と
な
り
、
県
内
市
町
村
の
中
で
最
も
多

い
移
住
者
数
で
し
た
。

　

こ
の
移
住
者
数
の
増
加
と
連
動
し
て
、
阿

南
市
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
移

住
相
談
件
数
も
飛
躍
的
に
伸
び
て
い
る
こ
と

か
ら
、
本
市
の
推
し
進
め
る
移
住
・
定
住
関

連
施
策
が
十
分
に
成
果
と
し
て
表
れ
て
い
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
さ
ら
な
る
移
住
者
数
の
増
加

を
図
る
た
め
、
移
住
し
た
「
定
住
人
口
」
で

も
な
く
、
観
光
で
訪
れ
た
「
交
流
人
口
」
で

も
な
い
、
地
域
と
継
続
的
な
つ
な
が
り
を
も

つ
「
関
係
人
口
」
に
着
目
し
、
関
係
人
口
に

該
当
す
る
方
々
を
移
住
予
備
群
と
し
て
捉
え
、

ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
ボ
ー
ド（
Ｓ
Ｕ
Ｐ
）

を
通
し
て
関
係
人
口
の
創
出
を
目
的
と
し
た

「
阿
南
Ｓ
Ｕ
Ｐ
タ
ウ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
は
、
総
務
省
の

モ
デ
ル
事
業
で
あ
る
「
関
係
人
口
創
出
・
拡

大
事
業
」
や
一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー
の
助
成
金
事
業
に
採
択
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
補
正
予
算
に
計
上
の
上
、
そ
れ

ぞ
れ
の
財
政
支
援
制
度
を
活
用
し
、
Ｓ
Ｕ
Ｐ

関
連
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
開
設
、
Ｐ
Ｒ
動
画
制

作
、
Ｓ
Ｕ
Ｐ
体
験
ツ
ア
ー
な
ど
を
実
施
し
、

Ｓ
Ｕ
Ｐ
を
通
し
た
関
係
人
口
を
創
出
す
る
こ

と
で
、
地
域
経
済
の
拡
大
や
地
域
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
に
も
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
移
住
者
を
受
け
入
れ
る
際
に
一
番

重
要
と
な
っ
て
く
る「
仕
事
」に
関
す
る
サ
ポ

ー
ト
と
し
て
、
平
成
27
年
度
に
移
住
促
進
と

産
業
振
興
を
目
的
と
し
た
「
阿
南
市
人
材
バ

ン
ク
」
を
創
設
し
、
移
住
希
望
者
に
対
し
て

職
業
紹
介
を
し
て
い
ま
す
。
１
年
間
継
続
し

て
雇
用
し
た
事
業
所
に
対
し
て
は
、
人
件
費

の
一
部
に
補
助
を
行
い
、
さ
ら
に
今
議
会
で
は
、

徳
島
県
と
県
内
全
市
町
村
が
協
働
し
、
国
の

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
て
実
施
す

る
「
徳
島
わ
く
わ
く
移
住
支
援
事
業
」
を
計

上
し
、
東
京
一
極
集
中
の
是
正
と
担
い
手
不

足
の
解
消
に
対
し
て
も
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
本
市
の
地
域
特
性
を
生
か
し
た

移
住
促
進
事
業
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

バ
イ
オ
マ
ス
小
型
炉
の
活
用

　

本
市
が
ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー
に
設
置

し
て
い
る
バ
イ
オ
マ
ス
小
型
炉
は
、
徳
島
県

お
試
し
発
注
事
業
の
新
分
野
開
拓
者
商
品
と

し
て
徳
島
県
が
購
入
し
、
５
月
下
旬
か
ら
稼

働
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
炉
の
燃
焼
能
力
は
、
１
４
０
キ
ロ
ワ

ッ
ト
で
、
燃
料
と
し
て
１
時
間
当
た
り
40
キ

ロ
グ
ラ
ム
の
竹
や
木
く
ず
等
を
使
用
し
、
従

来
の
灯
油
ボ
イ
ラ
ー
と
併
用
し
て
温
水
を
作

り
、
プ
ー
ル
や
シ
ャ
ワ
ー
で
使
用
し
ま
す
。

　

こ
の
バ
イ
オ
マ
ス
小
型
炉
の
活
用
に
よ
り
、

プ
ー
ル
の
燃
料
代
の
削
減
や
竹
の
有
効
利
用

に
よ
る
放
置
竹
林
の
解
消
に
つ
な
が
る
と
と

も
に
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
も
寄
与
す
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
直
轄
の
河
川
お
よ
び

道
路
事
業

　

本
市
に
係
る
本
年
度
の
河
川
事
業
予
算
は
、

加
茂
地
区
で
整
備
さ
れ
て
い
る
那
賀
川
床
上

浸
水
対
策
特
別
緊
急
事
業
、
桑
野
川
河
口
部

の
地
震
・
津
波
対
策
、
南
岸
堰
上
流
部
の
掘

削
、
樹
木
伐
採
な
ど
、
防
災
・
減
災
、
国
土

強
靭
化
の
た
め
の
緊
急
対
策
関
連
予
算
を
含

む
河
川
改
修
事
業
費
と
し
て
、
昨
年
度
の
約

２
・
２
倍
と
な
る
約
35
億
円
、
長
安
口
ダ
ム

の
改
造
事
業
費
に
約
65
億
円
と
合
計
で
昨
年

度
の
約
１
・
１
倍
と
な
る
約
１
０
０
億
円
の

配
分
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
事
業
予
算
は
、
四
国
横
断
自

動
車
道
「
阿
南
・
徳
島
東
間
」
に
昨
年
度
の

約
１
・
３
倍
と
な
る
１
７
７
億
円
、
阿
南
安

芸
自
動
車
道
「
桑
野
道
路
」
に
５
億
５
０
０

０
万
円
、「
福
井
道
路
」
に
３
億
５
０
０
０

万
円
、
ま
た
一
般
国
道
55
号
「
阿
南
道
路
」

の
４
車
線
化
に
８
億
３
０
０
０
万
円
の
配
分

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
四
国
の
市
町
村
数
は
95
で
す
が
、

本
年
度
は
、
こ
の
四
国
全
体
の
国
土
交
通
省

直
轄
事
業
予
算
の
約
19
％
が
本
市
に
関
係
す

る
事
業
に
投
入
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
官
民
協
働
の
地
域
振
興

組
織
で
あ
る
「
那
賀
川
渇
水
対
策
協
議
会
」

や
「
阿
南
市
高
規
格
道
路
等
建
設
促
進
期
成

同
盟
会
」
が
、
長
年
に
わ
た
り
国
等
へ
の
強

い
要
望
活
動
を
重
ね
て
き
た
こ
と
に
よ
る
大

き
な
成
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

国
が
行
う
事
業
に
よ
り
、
河
川
事
業
で
は
、

南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
や
津
波
、
あ
る
い

は
台
風
や
豪
雨
の
自
然
災
害
に
備
え
、
人

命
・
財
産
の
安
全
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、

道
路
事
業
で
は
、
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

な
ど
の
整
備
に
よ
り
、「
ひ
と
・
も
の
」
の

交
流
が
促
進
さ
れ
る
「
活
力
の
道
」
と
な
る

こ
と
は
も
と
よ
り
、
災
害
時
の
緊
急
輸
送
道

路
や
救
急
医
療
に
お
け
る
「
命
の
道
」
と
な

る
べ
く
努
め
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
本
市
に
と
っ
て
は
、
地
方
創
生

の
実
現
に
向
け
た
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
今
後
も
国
土
交
通
省
を
は
じ

め
、
関
係
機
関
と
密
接
な
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

阿
南
市
中
央
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
が
完
成

　

本
セ
ン
タ
ー
は
、
３
月
に
建
物
本
体
が
完

成
し
、
現
在
、
駐
車
場
な
ど
の
外
構
工
事
と

調
理
備
品
等
の
搬
入
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
セ
ン
タ
ー
の
衛
生
管
理
は
、
床
に
水
を

流
さ
ず
、
乾
い
た
状
態
で
調
理
や
洗
浄
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
細
菌
の
繁
殖
や
床
か
ら
の

跳
ね
水
に
よ
る
食
品
汚
染
を
防
止
で
き
る
ド

ラ
イ
方
式
の
調
理
場
を
採
用
し
て
お
り
、
最

新
の
衛
生
基
準
に
対
応
し
た
安
心
・
安
全
な

給
食
の
提
供
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
７
月
17
日
に

落
成
式
を
行
い
、
そ
の
後
、
試
運
転
や
実
習

等
を
経
て
、
９
月
か
ら
新
セ
ン
タ
ー
で
調
理

し
た
給
食
を
各
学
校
に
提
供
す
る
予
定
と
し

て
い
ま
す
。
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阿南市や地域の出来事を
いち早くチェック！

市ホームページからご覧いただけます。
http://www.city.anan.tokushima.jp/

阿南市フェイスブック

阿南市那賀川北岸地域広域保全協議会が、羽ノ浦農村環境改善セン
ター近くの広場に四季折々の花を植え、通りがかった人々の目を楽
しませています。６月上旬には花しょうぶやアジサイ、パンジーな
どが美しく咲き誇りました。６月８日に「第４回舟のある広場まつ
り」が開催され、子供太鼓やフラダンスが披露されるなど、来場者
は花に囲まれて憩いの一時を過ごしていました。

まちに花を　舟のある広場に人集う

那賀川町出島地区の防潮堤に書かれた壁画の再創造をめざす実行委
員会の設立総会が、５月15日にコートベール徳島で開催されまし
た。壁画は、平成２年に町内外から約7,000人が参加し、2.8キロ
メートルにわたり描かれましたが、時が過ぎ現在は色あせています。
総会では、今後のスケジュールなどを確認。１年間に500メートル
を目標に描き、６年かけて壁画の再創造をめざします。

出島壁画再創造に向けて　実行委員会が設立

阿南市文化協会総会の記念講演「カヤに恋して」が５月27日に文
化会館で行われました。講師を務められた世界農業遺産剣山系支援
協議会会長の永井英彰さんは、剣山で取り組んでいるカヤを使った
傾斜地農法や次世代へ伝統技術を継承する取組などを紹介しまし
た。参加者は講演に熱心に耳を傾け、質問をする人もいました。

伝統文化を次世代へ　剣山傾斜地農法から学ぶ

旧羽ノ浦町の町制施行60周年を記念して昭和53年11月に羽ノ浦総
合国民体育館に埋設したタイムカプセルの掘り出しが６月３日、現
地で行われました。当時の町職員など約20人が１時間ほどかけて
作業。掘り起こされたタイムカプセルからは、小学生の作文集や新
聞などが当時のままに出てきました。参加者は、当時の資料を見な
がら40年前を懐かしんでいました。

40年の時を越えて　タイムカプセル掘り起こし

文化会館開館20周年を記念した講演会が、６
月８日に文化会館で開催され、約100人の参加
者は２本の講演に聞き入りました。講師の阿南
工業高等専門学校教授　錦織浩文さん（写真左）
は、元号「令和」の出典元となった万葉集「梅
花の歌」を分かりやすく解説。歌が詠まれた背
景から、「令和は、うるわしき人の和（調和）を
含み持つ」と解釈を話されました。また、（一社）
国際野球観光交流協会職員・野球のまち推進バ

文化スポーツ談義に花が咲く
講演会を開催

イザーの中野泰造さん（写真右）は、東亜大学を率いて明治神宮野球大会を３度制した際のエピソードを交え、
選手を指導することの楽しさや難しさなどを伝えました。
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「
高
齢
に
な
っ
て
、
お
金
の
管
理
に
自
信

が
な
い
」「
い
ろ
い
ろ
な
手
続
き
や
契
約
の
こ

と
が
よ
く
分
か
ら
な
い
」「
離
れ
て
暮
ら
す

親
が
、
訪
問
販
売
で
高
額
な
買
い
物
を
し
て

い
る
」「
施
設
入
所
や
入
院
の
と
き
に
頼
れ

る
親
族
が
い
な
い
」「
親
の
年
金
を
き
ょ
う

だ
い
が
使
い
込
ん
で
い
る
」「
親
で
あ
る
自

分
が
病
気
に
な
っ
た
り
死
亡
し
た
り
し
た
と

き
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
こ
と
が
心
配
」

　

あ
な
た
ご
自
身
や
ご
家
族
に
つ
い
て
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
で
不
安
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん

か
。
認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い

な
ど
に
よ
り
物
事
を
判
断
す
る
能
力
が
十
分

で
な
い
方
は
、
前
述
の
よ
う
に
生
活
が
脅
か

さ
れ
、
時
に
は
、
虐
待
な
ど
の
権
利
侵
害
に

よ
り
、
人
と
し
て
の
尊
厳
が
損
な
わ
れ
て
し

ま
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
、
手
助
け
と
な
る
の

が
「
成
年
後
見
制
度
」
で
す
。
こ
の
制
度
で

と
く
し
ま
高
齢
者
・
障
が
い
者
権
利
擁
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

社
会
福
祉
士　

西
條 

志
野 

さ
ん

は
、
本
人
の
権
利
や
財
産
を
守
る
援
助
者

（
成
年
後
見
人
等
）
を
選
ぶ
こ
と
で
、
本
人

を
保
護
・
支
援
し
ま
す
。
成
年
後
見
制
度
に

は
、
す
で
に
判
断
能
力
が
低
下
し
て
い
る
方

の
た
め
の
「
法
定
後
見
制
度
」
と
、
判
断
能

力
が
低
下
す
る
前
に
備
え
と
し
て
自
分
で
準

備
し
て
お
く
「
任
意
後
見
制
度
」
の
２
つ
が

あ
り
ま
す
。
利
用
す
る
た
め
に
は
、「
法
定

後
見
制
度
」
は
家
庭
裁
判
所
、「
任
意
後
見

制
度
」
は
公
証
役
場
で
そ
れ
ぞ
れ
手
続
き
を

行
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
援
助
者

は
、
本
人
の
心
身
の
状
況
や
生
活
の
状
況
に

配
慮
し
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
本
人
の
意
思

を
尊
重
し
、
本
人
ら
し
い
生
活
が
維
持
で
き

る
よ
う
権
利
擁
護
の
サ
ポ
ー
ト
を
担
い
ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
が
施
行
さ
れ
て
19
年
、
制

度
利
用
者
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
２
０

１
８
年
度
の
統
計
資
料
に
よ
れ
ば
、
徳
島
県

で
は
約
１
６
０
０
人
、
全
国
で
は
約
21
万
８

０
０
０
人
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
が
所
属
す
る
「
と
く
し
ま
高
齢
者
・

障
が
い
者
権
利
擁
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
通

称
：
と
く
し
ま
絆
ネ
ッ
ト
）」
で
は
、
県

下
の
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
、

税
理
士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
精
神
保
健

福
祉
士
等
の
専
門
職
が
会
員
と
な
っ
て
、

無
料
相
談
会
の
開
催
や
個
別
相
談
へ
の
対

応
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
契
約
に
基
づ
く
市
町

村
行
政
等
へ
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の
権
利
擁

護
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
成
年

後
見
制
度
に
関
す
る
相
談
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

寂
し
さ
や
孤
独
感
を
背
景
と
し
て
第
三

者
か
ら
経
済
的
虐
待
に
遭
っ
て
い
た
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
女
性
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

で
の
自
立
生
活
を
願
う
知
的
障
が
い
が
あ

る
男
性
、
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
た
祖
母
が

入
院
し
生
活
が
困
難
と
な
っ
た
精
神
障
が

い
が
あ
る
女
性
な
ど
、
寄
せ
ら
れ
る
相
談

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
法
律
職
・
福
祉
職

の
連
携
に
よ
り
成
年
後
見
制
度
利
用
に
向

け
た
支
援
を
進
め
る
と
と
も
に
、
会
員
で

あ
る
専
門
職
が
成
年
後
見
人
等
と
し
て
受

任
す
る
ケ
ー
ス
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
全

国
的
に
も
、
親
族
が
成
年
後
見
人
等
に
選

任
さ
れ
る
割
合
は
年
々
減
少
し
、
第
三
者

（
親
族
以
外
の
専
門
職
や
法
人
等
）
が
約

７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
際
、
大
変
な
状
況

を
前
に
「
も
っ
と
早
く
相
談
が
つ
な
が
っ

て
い
れ
ば
…
」
と
思
う
こ
と
も
度
々
あ
り

ま
す
が
、
支
援
過
程
を
経
て
、
成
年
後
見

人
等
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
生
活
環
境
が
整

い
、
本
人
の
笑
顔
や
安
心
さ
れ
た
様
子
が
見

ら
れ
る
こ
と
は
何
よ
り
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

本
人
の
「
こ
れ
ま
で
」
と
本
人
が
望
む
「
こ

れ
か
ら
」
に
心
を
寄
せ
て
、
本
人
の
生
活
と

人
生
を
支
え
る
権
利
擁
護
支
援
が
実
践
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
は
、
利
用
ニ
ー
ズ
の
高
ま

り
の
一
方
で
、
成
年
後
見
人
等
の
人
材
不
足

や
成
年
後
見
人
等
に
よ
る
不
正
な
ど
の
課
題

も
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
国
で
は
、
２

０
１
６
年
５
月
、「
成
年
後
見
制
度
利
用
促

進
法
」
が
施
行
さ
れ
、
①
利
用
者
が
メ
リ
ッ

ト
を
実
感
で
き
る
制
度
・
運
用
へ
の
改
善
②

権
利
擁
護
支
援
の
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
③
後
見
人
の
不
正
防
止
の
徹
底
と
利

用
し
や
す
さ
の
調
和
を
施
策
目
標
と
し
て
、

利
用
者
に
と
っ
て
よ
り
良
い
制
度
と
な
る
よ

う
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
阿
南
市
で
は
県
下
で
い

ち
早
く
、
今
年
度
か
ら
「
成
年
後
見
制
度
利

用
促
進
審
議
会
」
が
設
置
さ
れ
、
利
用
促
進

の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

判
断
能
力
が
低
下
し
て
も
尊
厳
が
守
ら
れ
、

今
日
を
生
き
る
喜
び
や
明
日
へ
の
希
望
を
感

じ
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
け
る
、
そ
ん
な
「
権

利
擁
護
の
ま
ち
阿
南
市
」
で
あ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

本
人
ら
し
い
生
活
と
人
生
を
支
え
る「
成
年
後
見
制
度
」

　
阿
南
市
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
の
花
言
葉

は
、「
光
輝
く
」
で
す
。
人
権
に
つ
い
て

考
え
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
ま
さ
に
光
り

輝
く
阿
南
市
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
人
権
教
育
・
啓
発
コ
ー
ナ
ー
「
ひ
ま
わ

り
」
で
は
、
人
権
に
対
す
る
思
い
を
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。

人権教育・啓発コーナー

ひまわり
�

問
い
合
わ
せ
は　

　

人
権
・
男
女
参
画
課

　
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ
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令
和
元
年

阿
南
市
春
季
短
歌
誌
上
大
会 

選

短
　
歌

市
長
賞　
　
　
　
　

�

倉
橋
寿
満
子

お
四
国
を
一
人
で
巡
り
し
メ
モ
の
中
気
力
と
い
う
名

の
化
石
拾
い
ぬ

文
化
振
興
課
長
賞　

�

木
内　

照
代

仕
切
ら
れ
し
ベ
ッ
ド
の
上
に
過
ぐ
る
日
々
ま
わ
り
の

気
配
耳
に
集
め
て

大
会
長
賞　
　
　
　

�
西
田　

修
身

膝
病
み
て
終
日
テ
レ
ビ
見
て
暮
す
然
り
と
て
愛
し
糟

糠
の
妻

中
学
生
の
部
優
秀
作
品

新
野
・
福
井
中
学
校�

　
　
　

入
選　
　
　
　
　
　

�

西
川
こ
は
る

い
つ
の
間
に
入
っ
て
来
た
の
か
下
駄
箱
に
桜
の
花
び

ら
八
つ
も
入
っ
て
る

入
選　
　
　
　
　
　

�

岩
倉　

遥
希

桜
咲
き
木
々
も
い
っ
そ
う
華
や
か
に
光
輝
く
春
の
木

洩
れ
日

入
選　
　
　
　
　
　

�

国
吉　

美
海

新
学
期
仲
間
と
出
会
い
成
長
す
る
心
も
体
も
大
人
の

階
段

入
選　
　
　
　
　
　

�

山
田
ち
は
る

新
学
期
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
授
業
待
つ
い
つ
の
ま
に

か
背
筋
伸
び
て
る

入
選　
　
　
　
　
　

�

渋
谷　

奈
々

校
舎
に
響
い
て
く
る
は
新
し
く
活
発
な
声
新
し
い
仲
間

入
選　
　
　
　
　
　

�

高
場　

大
晃

三
日
目
の
通
学
途
中
ハ
プ
ニ
ン
グ
チ
ェ
ー
ン
が
取
れ

た
誰
か
助
け
て

入
選　
　
　
　
　
　

�

谷
村
茉
衣
子

新
学
年
気
持
ち
新
た
に
む
か
え
た
日
勇
気
と
共
に
入

る
教
室

入
選　
　
　
　
　
　

�

湯
浅　

愛
翔

野
球
部
の
み
ん
な
の
絆
固
け
れ
ば
つ
な
が
っ
た
よ
う

な
連
け
い
プ
レ
ー

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

久
米　

千
草

群
青
の
空
に
夕
星
夕
蛙

石
井　

政
子

断
捨
離
を
決
め
か
ね
て
ゐ
る
更
衣

　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

和
子

夏
め
く
や
古
紙
回
収
の
紐
十
字

　
　
　
　
　
　
　
　

平　

イ
チ
子

夕
さ
り
て
耀
ふ
川
辺
春
闌
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　

浜
田
百
合
子

燕
の
子
郵
便
受
へ
初
飛
行

水
口　

明
美

青
葉
山
ト
ン
ネ
ル
出
れ
ば
薬
王
寺

　
　
　
　
　
　
　
　

寿
田　

淳
乃

山
と
山
つ
な
い
で
清
流
鯉
幟

　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　

栄
子

誘
は
れ
て
地
引
網
ひ
く
浜
五
月

五
光　

春
海

天
を
突
く
風
車
ゆ
る
り
と
聖
五
月

岡
久　

玲
子

名
優
も
共
に
老
い
た
り
昭
和
の
日

阿
南
川
柳
会
鈴
木
レ
イ
子
選

川
　
柳

橋
本　

征
介

目
覚
ま
し
が
今
日
の
予
定
を
急
き
立
て
る

市
民
文
芸

拾
っ
た
ら
言
葉
の
裏
に
棘
が
あ
る　

�

二
階
千
代
美

長
老
と
煽お

だ

て
に
乗
っ
た
床
の
前　

�

野
口　

吾
朗

同
窓
会
バ
ア
に
な
っ
て
も
女
の
子　

�

西
田　

修
身

目
が
合
っ
て
恋
の
炎
が
燃
え
さ
か
る　

�

多
田
紀
久
代

情
熱
に
応
え
る
野
菜
味
が
あ
る　

�

持
木　

寿
栄

一
般
応
募

し
く
じ
り
も
笑
い
で
老
い
を
み
な
許
す　

�

島
尾
美
津
子

三
本
の
足
音
が
し
て
婆
が
く
る　

�

武
田　

敏
子

絶
世
の
美
女
に
は
な
れ
ぬ
小
さ
な
目　

�

仁
井　

信
子

心
地
良
い
心
編
み
込
む
布
ぞ
う
り　

�

吉
田　

當
代

阿
南
漢
詩
研
究
会
・
青
松
吟
社 

選

漢
　
詩

　
平
成
の
天
皇
皇
后
を
頌た

た
う　
　

�

井
関
喜
久
子

昭
和
華
燭
最
良
緣　
　

昭
和
の
華
燭　

最
も
良
縁

在
位
卅
年
偕
老
天　
　

在
位
卅そ

う

年ね
ん　

偕か
い

老ろ
う

の
天

常
共
國
民
喜
憂
事　
　

常
に
国
民
と
共
に
す　

喜
憂
の
事

慈
顏
尋
難
溢
情
憐　
　

慈じ

顔が
ん

難
を
尋
ね
て　

情じ
ょ
う

憐れ
ん

に
溢
る

　　

名
勝
旧き

ゅ
う

古ふ
る
河か

わ
亭て

い
薔ば

薇ら

園え
ん　

�

市
田　

嘉
則

黃
紅
紫
白
競
嬋
姸　
　

黄
紅　

紫
白　

嬋せ
ん

妍け
ん

を
競
い

洋
館
豪
壯
容
澟
然　
　

洋
館
の
豪
壮　

容す
が
た　

凛り
ん

然ぜ
ん

た
り

観
客
萬
來
溢
園
裏　
　

観
客　

万
来　

園え
ん

裏り

に
溢
れ

芳
香
嗅
盡
夏
初
天　
　

芳
香　

嗅
ぎ
尽
す　

夏か

初し
ょ

の
天

旧
古
河
亭
…
旧
古
河
庭
園
。
東
京
都
北
区
に
あ
る
国
指
定
名
勝
。

　
　
　
　
　

元
は
陸
奥
宗
光
の
邸
園
。

　
初
夏
偶
吟　

�

増
喜　

泰
典

禪
庭
藤
架
紫
雲
垂　
　

禅ぜ
ん

庭て
い

の
藤と

う

架か　

紫
雲
垂
れ

香
動
作
塵
風
度
時　
　

香こ
う

動
き
塵ち

り

と
作な

る
風
度わ

た

る
時

孟
夏
爽
然
新
翠
滴　
　

孟も
う

夏か　

爽
然　

新し
ん

翠す
い

滴
り

成
陰
午
榻
睡
猫
兒　
　

陰
を
成
す
午ご

榻と
う　

猫び
ょ
う

児じ

睡ね
む

る
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移動図書館車「ひまわり号」
巡回日 巡　回　場　所 時　間
  4日㈭ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
10日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 14:50～15:20
11日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30
　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00

12日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30
　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30

18日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30
大 潟 分 館 前 15:00～15:30
津 乃 峰 保 育 所 前 15:45～16:15

巡回日 巡　回　場　所 時　間
19日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

阿 南 荘 前 13:30～14:00
琴 江 荘 前 14:00～14:30
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

25日㈭ 橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

７月の巡回日程

問い合わせは　那賀川図書館（☎42－3111）へ

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

那賀川図書館　☎ 42－3111ＦＡＸ 42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11:00～
◎学生ボランティアによるピアノ演奏
（毎週土曜日）　10:00〜〔約10分間〕
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　13日㈯　8：30～10：00
　※雨天の場合は21日㈰に延期します。

羽ノ浦図書館　☎ 44－2100ＦＡＸ 44－2099
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～14:30

阿 南 図 書 館　☎ 23－2020ＦＡＸ 23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～11:30
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第１〜第４木曜日）　10:30～11:00

阿南市立図書館だより
７月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

阿 南 図 書 館
9:00〜18:00

土日は17:00まで
休 ★ ☆ 休 ★ ☆ 休 休 ★ ☆ 休 ★ ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00〜18:00 休 ◎ ☆ 休 ◎

◆ ☆ 休 休 ◎
■ ● 休 ◎ ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 休 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆ 休 ☆ 休 休

カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…ボランティアピアノ演奏　◆…阿波公方の苑美化作業
■…読書感想文教室　●…人形劇

夏休み期間中の特別貸し出し図書について
図書館では夏休みの宿題に役立つ本を取りそろえて展示して
います。これらの本は人気が集中しますので、下記の期間中
は特別ルールで貸し出しを行います。
夏休みの本　特別ルール〈６月29日㈯～９月１日㈰〉

貸出冊数 貸出期間 予約できる冊数
課題図書

（小学校～高校）
１人１冊まで

（３館あわせて）
１週間

（延長不可）
１人１冊まで

（３館あわせて）

自由研究・工作
などの宿題用図書

１人10冊まで
（３館あわせて）

１週間
（延長不可）

１人10冊まで
（３館あわせて）

■親と子の読書感想文教室
　日時　７月20日㈯　10:30～12:00
　場所　那賀川図書館　視聴覚室
　対象　小学生（全学年）と保護者
　講師　小倉泰夫さん（元県学校図書館協議会副会長）
●親子で楽しむ人形劇
　日時　７月21日㈰　14:00～15:00
　場所　那賀川図書館　視聴覚室
　内容　とらまる人形劇団「あさことゆうこ」（長野県の昔話より）ほか
□夏休みおたのしみ会
　日時　８月４日㈰　10:30～11:30
　場所　阿南図書館　視聴覚室
　内容　ペープサート「とんでったバナナ」ほか

入場無料
申込不要

夏休みのイベント
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健康いきいき情報
保健センターからのお知らせ
中学３年生にピロリ菌検査
事業を今年も実施します※無料

各ご家庭に、ピロリ菌検査希望調査書を郵
送します。（８月末頃を予定）

１．検査の実施について
対象　市内に住所を有する中学 3年生
内容　尿検査
費用　無料
時期　ピロリ菌検査の希望調査書を各ご家

庭に郵送予定。（８月末頃）
検査は、希望者にピロリ菌検査（尿検査）
容器の配布→検査実施（９月末頃を予定）
となります。

２．平成30年度の実績

　

３．検査の意義
胃がん患者の98%～99%がピロリ菌感染
者または、過去に感染したことがある人と
いわれています。ピロリ菌は、服薬により
除菌でき、若年者の時点で早期の除菌を行
うことで、子どもたちの将来の胃がんの発
症リスクの軽減につながります。ぜひピロ
リ菌の検査を受けましょう！
中学３年生の保護者の方は、保健センター
からの通知（８月頃届く）をご覧ください。

特定不妊治療費助成事業
少子化対策の一環として、特定不妊治療を
受けられた夫婦に対して治療費の一部を助
成しています。
対象
次の要件をすべてみたしていること
・法律上婚姻している夫婦であること
・治療開始時に、夫婦が１年以上阿南市に
住所を有していること
・徳島県の特定不妊治療費助成に係る事業
「こうのとり応援事業」の交付決定を受
けていること
対象となる治療　徳島県が指定した医療機

関において行う特定不妊
治療（体外受精・顕微授
精）

助成の額および回数　１回につき10万円を
限度に、通算６回まで

申請等　助成を受けようとする方は、保健セ
ンターまでお問い合わせください。

糖尿病講演会　※無料・要予約

今年も糖尿病の講演会を行います！阿南医
療センターの糖尿病外来にてご活躍をされ
ている先生に、糖尿病に関するお話をして
いただきます。ぜひご参加ください。
日時　７月25日㈭　10:00～11:30
場所　健康づくりセンター２階
演題　「知ってほしい、糖尿病のお話」
講師　徳島大学大学院　特任准教授　
　　　湯浅智之さん
予約先　保健センター（☎22－1590）へ

問 保健センター（☎22－1590）へ

 献血にご協力ください（７月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

10日㈬

南 部 テ ク ノ
ス ク ー ル

桑野町

10:00〜11:00

阿 南
農業協同組合

（アグリあなん）
11:50〜12:40

※ 400ml 献血のみの実施です。
問 徳島県赤十字血液センター
　（☎088－631－3200）へ

お酒に関する相談・例会

お酒をやめるためには理解と仲間が必要で
す。一度相談に来てみませんか。
日程　▶７月10日㈬　18:30～20:30
　　　　羽ノ浦地域交流センター
　　　▶７月12日㈮　18:30～20:30
　　　　ひまわり会館３階
　　　▶７月26日㈮　18:30～20:30
　　　　ひまわり会館３階
例会の内容　今月のテーマ「家族の協力」
※県内他会場でも実施しています。下記へ
お問い合わせください。

問 NPO法人徳島県断酒会事務局
　 （☎088－641－0737）へ

・検査の実施者数および実施率
　　458人/702人（約65%）
・陽性者数および陽性率
　　32人（約７%）
※全国の中学生ピロリ菌検査の陽性率

は、約 4 ～ 5% です。

食中毒を防ぐ６つのポイント
食品の購入から食べるまでの過程で予防の
原則を実践

①買い物
消費期限を確認する。肉や魚は汁が他の食
品に付かないように分けて袋に入れる。

②家庭での保存
冷蔵や冷凍の必要な食品は、すぐに冷蔵庫
や冷凍庫に保管する。肉などは、取り扱う
前と後に必ず手を洗う。

③下準備
調理の前に石けんで丁寧に手を洗う。食材
を流水できれいに洗う。冷凍食品の解凍は
自然解凍を避ける。使用後の調理器具は洗
った後、熱湯をかけて殺菌する。

④調理
調理の前に手を洗う。
肉や魚は十分に加熱。
中心部を75℃で１分間
以上の加熱が目安。

⑤食事
食べる前に石けんで手を洗う。清潔な食器
を使う。

⑥残った食品
清潔な容器に保存する。温め直すときも十
分に加熱する。時間が経ちすぎたものは思
い切って捨てる。

熱中症を予防しましょう
熱中症の発生は７～８月がピークですが、
適切な予防をすれば防ぐことができます。
自身の体調変化に注意するとともに、周り
の人にも気を配り、熱中症による健康被害
を防ぎましょう。
予防のポイント
・こまめな水分、塩分の補給
・涼しい服装
・外出時は日傘や帽子を着用
・扇風機やエアコンを使った室内の温度調
整

このようなことにも注意が必要
・暑さの感じ方は人によって異なります。
高齢者は特に注意を！暑さに対する体の
調整機能が低下しています。高齢者や子
どもは周囲の人が見守って、みんなで協力
して熱中症予防を呼びかけあいましょう。
・節電を意識するあまり、熱中症予防を忘
れないように。

阿波踊り体操教室

日時　７月12日㈮　10:00～11:00
場所　健康づくりセンター２階　健康広場
講師　あなん阿波踊り体操愛好会
　　　（阿波踊り体操指導員）
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル、
　　　　健康手帳（無い方は交付します）
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７月 地域子育て支援センター
お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

  2日㈫　七夕かざりを作ろう（参加費100円）
  4日㈭　ＢＰプログラム
　　　　 「赤ちゃんがきた①」
※４回連続、要申込み（10:00～12:00）
  9日㈫　おはなしのポケット・身体計測
11日㈭　ＢＰプログラム
　　　　 「赤ちゃんがきた②」
16日㈫　親子クッキング☆フルーチェ
18日㈭　ＢＰプログラム
　　　　 「赤ちゃんがきた③」
23日㈫　リトピュアリトミック
　　　　 ※要申込み（先着15組）
25日㈭　ＢＰプログラム
　　　　 「赤ちゃんがきた④」
30日㈫　お誕生会
※行事は10:30～です。
※毎週火曜日に園庭開放をしています。
　（11:00～11:45）

にこにこひろば� ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日  8:30〜12:00
� 14:00〜15:30

  2日㈫　水遊びのおもちゃを作ろう！
  9日㈫　水遊び(10:40～11:15)
11日㈭　おはなしたんぽぽさんによる読

み聞かせ
16日㈫　水遊び(10:40～11:15)
18日㈭　子育て講座
23日㈫　おはなしだいすき
30日㈫　お誕生会
※水遊びにはタオル、着替えの用意をお願
いします。

ふれあいひろば� ☎28−1725

橘こどもセンター　� 平日  9:00〜14:00

  2日㈫　作って遊ぼう(七夕かざり)
  5日㈮　ワイワイこどもまつり

※要予約（先着10組、参加費
大人270円、子ども300円)

  9日㈫　リズムで遊ぼう
16日㈫　絵本のひろば
23日㈫　作って遊ぼう(スノードーム )
30日㈫　お誕生会
※毎週火、木曜日に園庭開放をしています。
（9:00～9:50、11:00～11:45）

ひだまりひろば� ☎36−2241

新野こどもセンター　�平日  9:00〜14:00

  2日㈫　七夕まつり会
  9日㈫　おはなしのポケット
16日㈫　３Ｂ体操
23日㈫　子育て講座
30日㈫　お誕生会（10:00～）

なかよしひろば� ☎21−2002

平島こどもセンター� 平日  9:00〜14:00

  2日㈫　七夕かざりを作ろう
  5日㈮　わらべ歌遊び
12日㈮　たのしく遊ぼう
19日㈮　絵本の読み聞かせ
講師：こどものとも社　幸田　修さん

　　（10:50～11:30）
23日㈫　シャボン玉で遊ぼう
30日㈫　お誕生会
※毎週木曜日に園庭開放をしています。
　（10:45～11:30）

みんなのひろば� ☎44−5059

岩脇こどもセンター
平日 9:00〜14:00（お弁当タイム11:45〜）

●七夕交流会
パパ COME ON!! のステージショーと親
子で楽しむ笹飾りを体験できます。予約さ
れた子どもさんにはお土産付き。
日時　７月６日㈯　10:00～12:00
場所　ひまわり会館１階　
定員　100人（先着順）
申込締切日　７月３日㈬
●ウエルカム阿南交流会
転入者のための交流会です。保健師さんも
来てくれますので、計測や相談も行ってい
ます。手遊びや大型絵本もでてくるよ。阿
南でお友だちを作りましょう！
日時　７月18日㈭　10:00～11:30
場所　ひまわり会館１階　すこやかルーム
問 阿南ファミリー・サポート・センター
　 （☎24－5550）へ

阿南ファミリー・サポート・センター

主に18歳未満の児童を対象に心身の発達
に関すること、家庭での教育問題、学校生
活での心配事、児童虐待に関することなど
の相談専用電話を開設しています。
直通電話　☎22－0765
受付日時　月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　9:00～16:00　
問 こども相談室（☎22－1677）へ

家庭児童相談、児童虐待相談

日時　７月４日㈭、11日㈭、18日㈭、
　　　25日㈭
　　　各回10:00～12:00（４回連続講座）
場所　今津こどもセンター内　にこにこひ

ろば
対象　平成31年1月5日～令和元年5月3日

生まれ
※講座初回時に生後２～５カ月のお子さん
（第１子）とお母さん
定員　12組（先着順）　　参加費　無料
※５組未満の場合は中止となります。
申込締切日　７月２日㈫　※要申込
問 こども課（☎22－1593・FAX23－4200）
へ

親子の絆づくりプログラム　
“赤ちゃんがきた！”（BPプログラム）

令和元年度における臨時・特別措置として、
児童扶養手当受給者のうち未婚のひとり親
に対し、給付金の支給事業が実施されます。
支給対象者
①令和元年11月分の児童扶養手当の支給
を受ける父または母

②基準日（令和元年10月31日）において、
これまでに法律婚をしたことがない者
（同日において、事実婚をしていない者
または事実婚の相手方の生死が明らかで
ない者に限る）

申請期間　８月１日㈭～令和２年１月31日㈮
※くわしくは、７月下旬に郵送する「児童
扶養手当現況届のお知らせ」に同封のち
らしをご確認の上、該当される方は、戸
籍謄本等給付金申請に必要なものを児童
扶養手当現況届提出時にご持参ください。

問 こども相談室（☎22－1677）へ

未婚の児童扶養手当受給者に
対する臨時・特別給付金事業

  3日㈬　おまつりごっこ　♥
  5日㈮　高齢者とのふれあい会　♥
  8日㈪　発育計測
10日㈬　乳幼児心肺蘇生法AED講習会
11日㈭　お誕生会
16日㈫　発育計測
19日㈮　ミュージックケア
26日㈮　お話コロリン
※行事によっては有料・申込制となります。
くわしくはお問い合わせください。
問 那賀川子育て家庭支援センター
 　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば
平日9:00〜16:00
（♥＝要予約）

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひ、お越しください。
時間　9:30～11:30
日程　10日㈬　桑野公民館
　　　17日㈬　加茂谷公民館
　　　24日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
２日㈫、９日㈫、12日㈮、16日㈫、
19日㈮、23日㈫

問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・
すくすくin阿南

７月７日は織姫と彦星が天の川で年に一度め
ぐりあう「七夕」。保護者の皆さんも小さい頃、
いろんな願いごとを短冊に書いたことでしょ
う。
♪五色の短冊　わたしが書いた
お星さまきらきら　空から見てる♪
願いごとを書く短冊の色は５色。何気なく自
分の好きな色の短冊に願いごとを書いてしま
いがちですが、中国の「五行説」という考え
方がもとになって、それぞれの色には意味が
あるようです。
青（緑）：人としての成長に関すること
　「人にやさしくできますように」など
赤：家族や先祖に感謝すること
　「いつまでも元気でいてね」など
黄：人間関係に関すること
　「友達がたくさんできますように」など
白：きまりや義務を守ること
　「忘れ物をしなくなるように」など
黒（紫）：学業に関すること
　「テストで 100 点取れますように」など
どんな願いごとをするのか、家族みんなで話
してみるのも楽しいですよ。そして、子ども
たちの願いごとがかなうように、しっかりと
励まし、見守ってあげてください。
� 学校教育課

子 育 て 一 言 メ モ
－七夕の願いごと－

て ひ ろば育子
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阿南おはなしボランティア
ネットワーク定例勉強会

赤ちゃんもママも
笑顔になる
ベビーマッサージ教室

日時　７月20日㈯　10:00～12:00
場所　阿南図書館３階　会議室
内容　ノンフィクション・科学絵本の読み

合い
※どなたでも参加できます。
※参加無料、申込不要
問 阿南おはなしボランティアネットワーク
　 佐々木（☎090－8975－4986）へ

第10回記念大会
サマーダンス
フェスティバル
令和初のパーティー
日時　７月28日㈰　12:30～16:00
場所　ひまわり会館　ふれあいルーム
会費　1,000円　
協力　スタジオアプローズ　新野祥司さん

（JDCスタンダードおよびラテン　
プロA級）

ゲスト　田中真理子さん（JDC スタンダ
ードおよびラテン　プロA級）

※学生パートナー来場
問 マドンナダンスクラブ　吉田
　 （☎27－0154）へ

保育士によるべビマ♪便秘や夜泣きに効果
的です！
日時　７月10日㈬　10:00～11:00
場所　那賀川社会福祉会館２階　和室
内容　お腹すっきり夜ぐっすりべビマ
対象　生後２カ月～１歳頃までの赤ちゃ      

んとママ
参加費　１回1,500円　※要予約
※おくるみタッチケア、ベビースキンケア
教室も開催中♪ 日時など、くわしくは
お問い合わせください
問 ベビーマッサージ＆スキンケア教室
PLUS BABY　玉置
（☎090－2895－0224）へ

市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

富岡将棋
将棋好きな子どもたちの集まりです。夏休
み、一緒に将棋をしませんか。大人の方も
大歓迎です。
日程　７月７日㈰、13日㈯、21日㈰、

27日㈯、８月４日㈰、12日（振休）、
17日㈯、24日㈯　
各日13:00～17:00

場所　富岡公民館　図書室
参加費　無料 
※申込不要
問 富岡公民館（☎22－1028）へ

将棋教室会員募集
阿南こども将棋教室
日程　土曜日　10:00～12:00
場所　ひまわり会館３階　和室
対象　４歳から高校生まで（子どもと一緒

に習ってみたい大人の方もお気軽に
お問い合わせください）

日本将棋連盟那賀川支部会員 
日程　土曜日　12:00～17:00
場所　ひまわり会館３階　和室
対象　青少年から高齢者の方まで性別、年

齢を問いません。
※日程、申込方法等くわしくは、お問い合
わせください。
問 日本将棋連盟普及指導員　
　 （☎090－6888－5686）へ

阿南少年少女合唱団 団員募集!!
３歳から小・中・高校生まで。３つのコース
に分かれてお子さまのレベルに応じた音感
教育が受けられます♪
日程　毎週土曜日　13:30～16:00
　     （45分～90分程度のレッスン）
練習場所　ひまわり会館２階　21世紀室
※くわしくは、メールまたはお電話でお問い
合わせください。見学はいつでも歓迎し
ます

問 阿南少年少女合唱団　マーガレットの会
　 会長（保護者会会長） 初崎 
　 （☎090－7623－0222）へ
　 e-mail:mamion711@docomo.ne.jp

子育てサークル ひなぎく会
30歳以上のママが集まるサークル「ひな
ぎく会」に参加してみませんか。
水遊びごっこをしよう
水を使わずに水遊びごっこをしながら親子
で楽しい時間を過ごしませんか。そのほか
にも歌や絵本の読み聞かせもあります。
日時　７月18日㈭　10:00～11:30
場所　ひまわり会館　いきいきルーム
対象　０～３歳のお子さんと30歳以上の

ママ
定員　５組　　 
参加費　100円（冷房代）
問 e-mail:daisy0852525@outlook.jp
Kネットとくしま（☎088－678－5200）へ
※メールに氏名、年齢、お子さまの氏名と
年齢、住所（町名まで）を記入してお送り
ください。メールは受信設定で必ず返信
を受信できる状態にしておいてください。

※電話は3日以上メールの返信がない場合
のみ。

※こちらでもくわしい情報を発信しています。
【facebook】
https://m.facebook.com/daisy
0852525
【Instagram】
https://www.instagram.com/daisy
0852525

サマーフェスタ2019海上自衛隊
小松島航空基地一般公開
日時　７月14日㈰　9:00～15:00
場所　海上自衛隊小松島航空基地
　　　（小松島市和田島町）
内容　航空機展示飛行、消防車乗車体験、

支援船体験航海、航空機・消防車・
救命装備品等展示、基地内見学ツア
ー、鮎のつかみ取り（小学３年生以
下）ほか

※入場無料、申込不要
問 海上自衛隊第24航空隊本部総務室
　 （☎0885－37－2111内線204）へ

夏休み宿題お手伝いイベント
永久ゴマを作ろう
めざせ！エンジニア。いつまでも回り続け
る不思議なおもちゃを作ってみよう！
日時　８月11日㈷　①10:00～ ②14:00～
場所　J パワー&よんでんWaンダーランド
対象　小学生（中学年以上）とその保護者
定員　各回20人（先着順）
※ご予約のお子さまにはプレゼントがあり
ます。
申込　お電話でお申し込みください。
問 J パワー&よんでんWaンダーランド
　 （☎34－3251）へ

阿南高専公開講座
「ザリガニロボットを作って遊ぼう」
リモコンで自在に動くザリガニロボットを
作って、ゲームをします。
日時　８月４日㈰　9:00～12:30
場所　阿南高専２階　物理実験室
対象　小学４～６年生（保護者同伴）
定員　10人
受講料　無料（別途傷害保険料が必要）
申込方法　７月１日㈪～12日㈮の期間に往

復はがきでお申し込みください。
※くわしくは、阿南高専ホームページでご
確認ください。

問 阿南工業高等専門学校
総務課企画情報係（☎23－7215）へ
※平日8:30～17:00

スタジオMパート2　
第29回ジャズダンス公演
子どもから大人までジャズやミュージカル
曲など中心にいろいろなジャンルのダンス
をステージいっぱい盛り上げます。
日時　７月21日㈰　13:30～（開場13:00）
場所　夢ホール（文化会館）
入場料　前売り999円（当日300円増し）
問 井利元（☎090－1579－0490）へ
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杜のホスピタル文化活動 
目と耳と体で感じよう! “一瞬も見逃せない”
パーカッションコンサート !!
日時　７月６日㈯　14:00～
　　　（受付13:30～14:00）
場所　杜のホスピタル５階　杜のホール
出演　Percussion Performance
　　　Players（PPP）　 
納涼祭 2019
日時　７月20日㈯　11:30～15:00
場所　杜のホスピタル（庭周辺）
出店　かき氷、たこ焼き、焼きそば、ジュ
ース、遊び場など（100～200円）
催し物　阿波踊り（奴連、松空連）
※入場無料
問 杜のホスピタル　リハビリテーション部
　 （☎22－0218）へ

市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。９月号の締め切りは７月31日㈬です。
メールアドレス　hisho@anan.i-tokushima.jp

化石漣痕、竹ヶ島（海陽町）

を歩こう（約10㎞）

開催日　７月６日㈯　※小雨決行
日程　10:30宍喰駅に集合～宍喰大橋～化

石漣痕～マリンジャム（昼食）～道
の駅～15:00頃宍喰駅で解散

参加費　300円（当会会員200円）
※長袖、長ズボン、履き慣れた靴でご参加
ください。傷害保険には加入しています
が、保険適用外の疾病等の責任は負いま
せん。駐車場所は宍喰駅付近から案内し
ます。

問 阿南歩こう会　新川（☎22－3188）へ

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会
日時　７月13日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とはなにか、相続の手続き、成年後
見制度などに関する相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内
☎088－679－4440）へ

※土、日曜日は（☎26－1157）へ

県立南部テクノスクール
受講生募集
訓練科　事務科
対象　離転職者等で、公共職業安定所長か

ら受講あっせんを受けた人
訓練期間　８月26日㈪～11月25日㈪
　　　　　※日曜日、祝日は休校
訓練時間　9:00～15:50
訓練場所　四国進学会　阿南校
内容　簿記会計の基礎、日商簿記試験対策、

ワード、エクセル、パワーポイント
等

定員　15人（母子家庭の母等１人を含む）
受講料　無料　※テキスト代は自己負担
申込期間　７月24日㈬まで
申込先　居住地を所管する公共職業安定所
へ
問 公共職業安定所または南部テクノスクール
（☎26－0250）へ

ケアハウス健祥会アンダルシア
介護に関する入門的研修の
ご案内
介護未経験の方が無料で介護の基本を学べ
る講座を開催します。
対象者　県内在住の16歳以上で介護に関

心があり、原則として4日間全て
の日程を受講できる方

内容　介護に関する基礎知識、基本的な介
護の方法、認知症の理解など

日程　１日目　７月20日㈯
　　　　　　　10:30～16:40
　　　２日目　７月27日㈯
　　　　　　　10:00～17:10
　　　３日目　８月３日㈯
　　　　　　　10:00～17:10
　　　４日目　８月10日㈯
　　　　　　　13:00～17:10
場所　ケアハウス健祥会アンダルシア
　　　（羽ノ浦町中庄大知渕8番地1）
申込方法　下記の問い合わせ先までお電話

ください。
問 ケアハウス健祥会アンダルシア
　 仁木（☎44－6830）へ

勤労青少年ホーム
短期講座受講者募集
夏祭り、お盆に浴衣を！浴衣着付
日時　６月26日㈬～毎週水曜日（全４回）
　　　19:00～21:00
場所　勤労青少年ホーム
定員　男女20人　
受講料　無料
講師　杉野寿子さん
持参物　浴衣、帯、腰紐ほか（くわしくは

受付時に説明）

プロに教わるおいしいアイスコーヒーの入
れ方
日時　７月25日㈭　19:00～21:00
場所　勤労青少年ホーム　料理室
定員　15人
参加費　300円（コーヒーのお土産付き）
講師　コーヒーワークス　小原　博さん
申込締切日　７月18日㈭

パワーストーンでアクセサリー作りに挑戦
日時　７月30日㈫　19:00～21:00
場所　勤労青少年ホーム２階　集会室
定員　10人
参加費　1,000円
講師　プリアン（福井町）　野村純子さん
申込締切日　７月23日㈫

〈共通事項〉
対象　市内に居住または職場を有する35

歳までの勤労青少年（学生を除く）
※当ホーム未登録者は、利用者協議会費
1,000円（年会費）が必要

問 勤労青少年ホーム（☎42－4572）へ
　 （受付時間は平日13:00～20:00）

面接対策セミナー
ハイパーレッスン

サンアリーナ温水プール
特別講座

応募職種に応じた個別対策にも応じられま
すので、お気軽にご相談ください。
雇用保険受給者の方は、求職活動に認定し
ます。（ただし、１回目の受講のみ。受給
資格者証をご持参ください）
開催日　８月16日㈮、10月18日㈮、

12月13日㈮、令和２年２月14日㈮
時間　10:00～11:30
場所　ハローワーク阿南
定員　各回10人
内容　面接の基本（心構え）、面接時のポ

イント、採用者はここを見ている、
面接時によく聞かれる質問・答え方、
面接の体験（グループで模擬面接）
ほか

※志望動機等を事前に作成してご持参くだ
さい。
問 ハローワーク阿南（☎22－2016）へ

子ども水なれ練習会
水が苦手な子どもが対象の、水なれ練習会
対象　年長（５歳）～小学６年生までの水

が苦手な方
日時　７月14日㈰、15日㈷　
　　　15:30～16:20
※２日間のうちどちらか１日または両日に
お申し込みいただけます。
場所　サンアリーナ温水プール
内容　水なれ、顔つけ、バタ足等の練習
定員　各日30人（幼児10人、小学生20人）
参加料　１日につき500円（受付時に集金）
※小学生の参加者は１回につきプール使用
料300円が別途必要です。回数券をご利
用いただけます。
申込方法　７月２日㈫10:00～サンアリー

ナ温水プール受付にて申し込み
を開始します。受付は先着順で、
定員に達し次第締切。

３日間集中 !! 子ども水泳練習会
夏休みの３日間集中練習。泳力別に分かれ
て専門のインストラクターが指導。
日時　８月９日㈮～11日㈷の３日間
　　　16:00～16:50（50分）
場所　サンアリーナ温水プール
対象　小学生
定員　30人（先着順）
参加費　2,400円（３回分の回数券または
定期券をお持ちの方は1,500円）
※申し込み時に現金でお預かりします。
申込方法　７月23日㈫～８月８日㈭の期

間にプール受付窓口にてお申し
込みください。

問 サンアリーナ温水プール
　 （☎22－8733）へ

29　広報 あ な ん 2019.07



夏休みの催し

日程　〈就学前年長児・小学 1年生〉
７月22日㈪～25日㈭
〈小学２・３年生〉
７月29日㈪～８月１日㈭
〈小学４・５・６年生〉
８月５日㈪～８日㈭

時間　9:30～11:30
　　　※幼・小１は11:00まで。
場所　富岡公民館２階　ホール
参加費　無料　
定員　各教室50人程度
※応募者多数の場合は抽選
申込方法　往復はがきの往信面に、①学校

名②学年③児童名（ふりがな）
④性別⑤住所⑥引率者名⑦電話
番号、返信面に①住所②保護者
の氏名を記入の上、教育研究所
まで送付してください。

申込締切日　７月12日㈮（当日消印有効）
問 〒774-8501　富岡町トノ町12番地３
　 教育研究所（☎22－3395）へ

夏休み子ども
英語教室

日時　７月28日㈰　9:30～15:00
場所　エコパーク阿南
内容　 ▼親子体験教室（工場見学ツアー、

空きビン貯金箱作り、コースター作
り） ▼工作体験コーナー（マグネッ
ト温度計作り）ほか

※くわしくは、美しいあなん７月号をご覧ください。
問  エコパーク阿南　環境啓発センター　
　（☎49－5820）へ

エコパーク阿南
夏休みECOイベント

開設期間
北の脇海水浴場　７月１日㈪～８月25日㈰
淡島海水浴場　７月１日㈪～８月20日㈫
※下記の期間、北の脇海水浴場周辺の交通

規制にご協力ください。
７月15日㈷〜８月14日㈬　10：00〜16：30
問 商工観光労政課（☎22－3290）へ

海水浴場オープン

北の脇海水浴場・淡島海水浴場

令和記念

阿南の夏まつり

７
月
26
日
㈮
▼
28
日
㈰

26日㈮	 17:00～	 開幕パレード（阿南駅前スタート）
	 18:30～	 開幕セレモニー（阿南市役所前）
	 18:45～ 阿波踊り大会（阿南市役所前ほか）
27日㈯	 18:30～	 阿波踊り大会（阿南市役所前ほか）
28日㈰	 20:00～	 大花火大会（浜の浦緑地）

※会場周辺で、小型無人機「ドローン」等の飛行は自粛してください。
問 商工観光労政課（☎22－3290）へ

通行止め　18:30〜22:30（踊り時）
7月26日㈮〜28日㈰

通行止め　19:30〜21:30（花火時）

市役所

富
岡
橋

桑野川

市内小学生を対象に、主任児童委員が主催
する「夏休みクッキー教室（無料）」を次
のとおり行います。
日時　８月４日㈰　9:15～12:30
場所　ひまわり会館３階　グルメルーム
持参物　エプロン、マスク、三角巾、水筒
申込方法　はがきに、①名前（ふりがな）　

②性別③学校名④学年⑤住所⑥
電話番号を記入の上、送付して
ください。

※１枚のはがきで２人まで申し込めます。
募集人数　 60人（先着順）
申込締切日　７月８日㈪（当日消印有効）
※電話でのお申し込みはできません。
※送迎は、必ずお家の方がしてください。
問 〒779‐1620　福井町動々原83番地１
原田裕子（☎34－2271・090－7624
－3633）へ

夏休み子どもクッキー教室

対象　泳ぐことができないまたは10メート
ル程度の泳力がある小学生とその親

場所　スポーツ総合センター温水プール
日程　
７月26日㈮　9:30～11:30
　　27日㈯、28日㈰　10:00～11:00
８月２日㈮、３日㈯　10:00～11:30
　　４日㈰　10:00～12:30
参加費　無料　※別途入泳料（大人500円、

子ども300円）が毎回必要。
定員　60組（先着順）
申込締切日　７月19日㈮　17:00
問 スポーツ振興課（☎22－3394）へ

親と子の水泳教室
参加者募集

◆那賀川Ｂ＆Ｇ海洋センタープール
　（平島小学校西側）
期間　７月20日㈯～８月31日㈯　
時間　平日　13:00～16:00
　　　土、日、祝日　9:00〜16:00
休館日　毎週月曜日
　　　　※月曜日が祝日の場合は翌平日
利用料金　小・中学生200円、
　　　　　高校生以上300円
※就学前の幼児は無料ですが、付き添いで
入場される方は料金が必要です。

※団体等で利用される場合は、事前にお問
い合わせください。
※都合により、開放時間の変更および臨時
休館日を設ける場合があります。

◆親と子の水泳教室開催に伴う、サンアリ
ーナ温水プールの開館時間の変更

変更日　７月26日㈮、27日㈯、28日㈰
８月２日㈮、３日㈯、４日㈰

変更後の開館時間　12:00～21:00
問 スポーツ振興課（☎22－3394）へ

プールを
ご利用ください

開催日　７月20日㈯　  8:30～11:30
　　　　７月27日㈯　13:30～16:30
８月24日㈯、25日㈰　  8:30～11:30

場所　阿南市B＆G海洋センター艇庫
　　　（大潟町204番地１）
料金　カヌー・ヨット１艇　200円／時間

ローボート1艇　300円／時間 など
定員　１日につき10人程度（先着順。定

員に達し次第受付を終了します）
申込期間　開催日の１週間前まで受付。
※事前に参加申込をお願いします。事前の
申し込みが無い場合の本事業へのご参加
は保証できません。
※天候等の事情により予定が変更または中
止となる場合があります。あらかじめご
了承ください。
問 スポーツ振興課（☎22－3394）へ

カヌー、ヨット
を体験しよう！

対象　小学１、２年生（親子15組）
日時　７月21日㈰　9:30～12:00
持参物　はさみ、のり、筆記用具

理科自由研究のしかた
対象　小学３、４年生（親子15組）
日時　７月21日㈰　13:30～15:00　
持参物　筆記用具
〈共通事項〉
場所　阿南図書館３階　視聴覚室
申込締切日　7月18日㈭
※飲み物は各自で用意してください。
問  教育研究所（☎22－3395）へ

植物標本作成会
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編集後記　新しい時代に初となる明谷梅林令和園での梅の収穫が行われ
ました。摘まれた梅は瑞々しく、自然の恵みのよう。時代を経ても、絶
えることなく見続けたい光景です。（谷内）暑い夏に向けて、新人・福
岡も取材に出る機会が増えてきました。激アツ（熱／圧）です。ホット
で臨場感あふれる記事を、市民の皆さまにご報告します！（福岡）

日 開催日　時 時間　所 場所　予 予約受付　問 問い合わせ先

７月の相談

弁護士による法律相談（要予約）� ４日㈭
時 13:30～16:30　所 市役所１階　相談室
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談委員による行政相談	 ９日㈫、23日㈫
時 9:30～11:30　所 市役所１階　相談室
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談（要予約）	 26日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 徳島県司法書士会　☎088−657−7191（相談予

約電話）※１人30分まで。

空き家・空土地有効活用相談会	 ９日㈫
時 10:00～16:00　所 市役所２階　市民交流ロビー
問 徳島県宅地建物取引業協会阿南・海部支部　☎23−7408

または住宅・建築課　☎22－3431

消費生活相談（来所時は要電話）	 平日開館
時 9:30～16:30　所 社会福祉会館３階（阿南駅南隣）
問 消費生活センター　☎24−3251

人権相談	  19日㈮
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談� １日㈪、８日㈪、22日㈪、29日㈪
時 10:00～15:00　所 ひまわり会館１階
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性のための生き方なんでも相談	（要予約）
日 ２・９・16・23日　時 13:00～17:00
日 ５・12日　時 13:00～16:00
所  ひまわり会館１階　予 随時
問 男女共同参画室相談予約電話　☎22－0361

年金相談（要予約）� ４日㈭
時 9:30～15:30　所 市商工業振興センター
予 １カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088−652−1511
※８月の相談日はありません。

中小企業の経営相談会（要予約）	 18日㈭
時 13:30～16:30　所 市役所２階　207会議室
予 前日までに徳島県よろず支援拠点へ
問 徳島県よろず支援拠点	 ☎088−676−4625

または商工観光労政課	 ☎22−3290

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
7日 阿南市夜間休日診療所 宝 田 町 ☎28−6200

14日 井 坂 ク リ ニ ッ ク 津乃峰町 ☎27−0047
15日 阿南市夜間休日診療所 宝 田 町 ☎28−6200
21日 幸 田 耳 鼻 咽 喉 科 医 院 富 岡 町 ☎24−3387
28日 阿南市夜間休日診療所 宝 田 町 ☎28−6200

※必ず事前に当番医療機関に電話で確認してから受診してくだ
さい。当日変更する場合があります。

●夜間（毎日）の当番　17：00〜22：00
当番医療機関の問い合わせは　阿南市消防本部　☎22−1120
音声案内　☎22−9999まで
または阿南市医師会ホームページをご覧ください。
※必ず事前に当番医療機関に電話で確認してから受診してくださ

い。当日変更する場合があります。
●小児救急医療体制　24時間365日徳島赤十字病院が小児救急

患者を受け入れています。（事前の電話連絡は不要です）

７月の休日・夜間診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。
●休日昼間　9：00〜17：00

７月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄・抄本、身分証明
書、所得証明書、所得課税証明書、市・県民税公課証明書、
軽自動車税納税証明書の交付（※時間延長時は、住民異動・印鑑

登録・申告等は行っていません）� 市民生活課（☎22−1116）へ

３日㈬、17日㈬　17:15〜18:15

防災行政無線の自動電話応答サービス ☎28−9000
防災行政無線からの放送内容を電話で確認することができます。

特設人権相談	 10日㈬
時 13:30～16:00　所 橘公民館、長生公民館
問 人権・男女参画課　☎22−3094

スポーツ施設７月の休館日
スポーツ総合センター（温水プール） 1・8・16・22・29日
那賀川スポーツセンター 3・10・17・24・31日
羽ノ浦総合国民体育館 1・8・16・22・29日
羽ノ浦健康スポーツランド 1・8・16・22・29日
県南部健康運動公園 2・9・16・23・30日

７月の市税

問い合わせは　税務課納税係（☎22−1792）へ

市税の納付および分納等の納税相談を受け付けています。
※課税内容のご相談については、平日開庁時間内に対応しています。

日曜窓口  28日㈰   8:30〜17:00 東玄関よりお越しください。

延長窓口  17日㈬ 17:15〜19:15 正面玄関よりお越しください。

７月の延長・日曜窓口

■固 定 資 産 税（第２期）
■国民健康保険税（第２期）
　納期限は、７月31日㈬です。納め忘れのないようにしましょう。

人口と世帯数

人　口　73,148 人 （−40）
（男）	35,435 人 （−38）
（女）	37,713 人 （−  2）
世帯数　31,044世帯（＋24）
※令和元年５月末日現在カッコ内は前月対比

選挙人名簿登録者数

登録者数　61,947人
（男）	　29,741人
（女）	　32,206人

※令和元年６月３日現在
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ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

阿南ぶらりまち紀行 第154回

日替わり科学工作「かさ袋ロケットを作ろう」のようす

ＬＥＤで回路を楽しもう

プラコップの宙返りをお父さんと実践！

よく回る！ＣＤゴマを作ろう！

ゴールデンウイーク天体観望会にて

子ども科学フェスティバル

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
科
学
や
自
然
の
楽
し
さ
に

触
れ
合
っ
て
も
ら
お
う
と
、「
子
ど
も
科
学
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
５
月
３
日
～
５
日
、
科
学
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
科
学
セ
ン
タ
ー
開

館
時
の
平
成
10
年
よ
り
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年

も
親
子
連
れ
や
友
だ
ち
同
士
で
来
館
し
た
７
３

５
人
が
科
学
工
作
や
実
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
主
な
内
容
は
、
工
作
、

実
験
、
天
体
観
望
で
、
日
替
わ
り
の
メ
ニ
ュ
ー

が
用
意
さ
れ
て
お
り
、「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
回
路
を
楽

し
も
う
」
で
は
、
電
気
に
関
す
る
こ
と
を
軸
に
、

エ
ジ
ソ
ン
の
白
熱
電
球
か
ら
、
蛍
光
灯
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
ま
で
の
歴
史
や
徳
島
県
と
の
つ
な
が
り
を
た

ど
っ
た
り
、
電
気
の
実
験
を
行
っ
た
り
し
ま
し

た
。

　

音
と
光
に
よ
る
放
電
の
実
験
を
熱
心
に
見
て

い
た
平
瀬
智
大
さ
ん
（
９
歳
・
羽
ノ
浦
町
）
は
、

「
10
万
ボ
ル
ト
の
放
電
が
印
象
的
。（
誘
導
コ
イ

ル
電
極
間
の
）
長
さ
に
よ
り
電
圧
が
増
え
て
い

っ
た
。
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
、
電
気
の
可
視

化
な
ど
の
実
感
を
伴
う
理
解
が
、
よ
り
科
学
へ

の
興
味
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
一
日
館
長
を
勤
め
た
の
は
小
西
琉
雅

さ
ん
（
11
歳
・
那
賀
川
町
）
で
、
よ
く
天
体
観

望
会
に
参
加
し
て
お
り
、
科
学
の
面
白
さ
を
知

っ
て
い
る
適
任
者
。
市
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト

を
め
ざ
し
、
来
場
し
た
子
ど
も
た
ち
に
、
科
学

の
伝
道
者
の
役
を
務
め
ま
し
た
。

　

科
学
セ
ン
タ
ー
職
員
の
掘　

壽
夫
さ
ん
と
今

村
和
義
さ
ん
は
、「
元
号
も
変
わ
り
、
新
し
い

時
代
と
な
り
ま
し
た
。
科
学
技
術
は
日
進
月
歩

で
あ
り
、
こ
の
子
ど
も
科
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
、
例
え
ば
科
学
者
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
将

来
の
夢
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
」
と
思
い
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
加
え
、
夏

休
み
に
サ
マ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
、
秋
に

科
学
の
祭
典
、
科
学
の
講
座
な
ど
、
季
節
ご
と

に
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、

「
お
も
し
ろ
科
学
実
験
」「
夜
間
天
体
観
望
会
」

は
常
時
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

科
学
セ
ン
タ
ー
は
、
今
後
も
科
学
の
面
白
さ

を
皆
さ
ま
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
期
待
・
ご
来
場
く
だ
さ
い
！

阿南市科学センター
那賀川町上福井南川渕
８番地１

【利用時間】9:30 ～ 16:00
（体験館および自然観察園）

【休館日】毎週月曜日
（祝日の場合は翌日）、
年末年始（12/29～1/3）

【問い合わせ】
科学センター（☎42−1600）
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